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111“
汲
り
入
れ
し
て
い
る
神
戸

fli我
辺
（
本
社
・
神
い
巾
小
役
）
が
叫
愉
岱
欝
欝
に
対
し
、
神
戸

翡
腿
内
の
地
下
ト
ン
ネ
ル
腐
料
羞
企
芯
忍
間
は
不
温
匹
烈
じ
て
い
を
と
が
、
二
土

11わ
か
っ
た
。
企
閉
通
の
た
め
に
は
嬰
な
ト
ン
ネ
ル
を
追
名
ば
な
ら

な
い
と
い
い
、
層
区
と
隠
JJ面
を
位
咄
一
の
絵
ル
ー
ト
ば
少
な
く
と
も
証
印
仙
、
寸
應
J

れ
る
恐
れ
が
111て
沢
た
。

と
に
な
令◇
 

阪
隠
以
は
二
+
-
11、
阪

神
本
屈
の
問
（
神
杞

批

fd

区
）
ー
は

(lnI市
滋
区
）
間

が
115収
川
叫
さ
え
立
て
ら
い
な

い
ほ
と
胤
し
て
お
り
・、

旧
111

ー
泣
町
間
の
全
面

IHeJl．めと

が
出
っ
た
く
れ
た
な
い
状
限
で

あ
る
こ
と
を
叩
ら
か
に
し
た
。

問
社
は
梢
災
匝
後
、
全
船
旧
油

の

IHII紺
し
ん
角
力
月

m良

り
入
れ
巡
叫
姫
餡
れ
血
か
ら
と
し
て
い
た
。
礼
内
に
ば
山
Ill

は
世
ぶ
涼
神
戸
紅
辿
鉄
辺
生
で
一
年
以
●
と
の
予
叩
も
あ

森

て

器

・
六
111、
阪
神
・
り
、
経
沿
＂
旧
の
培

眼
し
は

脊

告

晋

入

れ

て

い

る

。

唸

硲

近
成
叫
椅
同
れ
と
に
よ
る
神
戸
心
鉄
な
ど
が
柑
す
る

m
出
た
、
玲
巾
駅
の
・
新
旧
ー
か
ら
阪
神
軍
鉄
に
よ
る
と
、
帥
影

と
、
陪
い
が
ひ
ど
い
の
は
、
大
三
セ
ク
タ
ー
・
心
柑
キ
ロ
数
は
榜
川
患
で
の
小ぷ
船
に
は
、
神
戸
↓
悶
間
で
は
咋
四
出
が
ハ
カ

旧
駅
（
神
伊
lli兵
庫
区
）
匹
叩
七
・
脊
＂
と
飢
い
が
、
い
わ
ば
軍
粘
翌

i111Ji血
か
ら
貼
り
入
机
也
下
し
て
い
る
ほ
か
、
郎
鉗

に
あ
団
叫
翡
交
粗
母
＇の
私
鉄
各
社
の
イ
ン
ク
チ
ェ
ン
ジ
れ
て
い
る
。
＾
か
船
で
一

U
平
が
糾
い
た
り
祖
四
が
折
れ
た
り

地
下
ト
ン
ネ
ル
。
旧
辺
が
伽
没
の
役
哨
を
阻
●
て
い
る
。
地
下

u万
人
の
利
川
が
あ
る
と
い
し
て
お
り
、
ホ
故
＇
後
の
外

nil

す
る
格
好
で
ト
ン
ネ
ル
の
支
柱
鉄
と
暉
じ
く
、

m線
の
ほ
と

ん

う

。

旧

ポ

よ

り

深

刻
で
手
を
と
が

を
押
し
つ
ぷ
し
て
お
り
、
印
泊
ど
が
地
下
ト
ン
ネ
ル
を
出
っ
て

叩
り
入
れ
名
社
は
囚
社
枠
の
判
叩
し
た
。

一
般
辺
梢
雀
5tc

の
如
嬰
J

勾
え
る
と
、

Itは
い

る

。

似

川

に

氾

命

だ

が

、

神

戸

朽

辿

ぐ

揖

臼

は

、

作

姐

＂

船

な

砂

不
可
由
な
状
問
と
い
う
。
阪
紐
｀
阪
神
似
即
川
か
ら
、
鉄
辺
の
寸
斯
が
及
即
化
す
る
こ

lnI出
い
で
も
「
姐

m．
行
恨
知
」

陣
蒻
速
鉄
沿
は
、
神

戸

市

神

戸

乱

怨

栄

怜

し
て
山
と
で
、
似
旧
後
の
叫
附
llf両
の
で
服
森
J

余
は
な
く
さ
れ
る
な

ゃ
阪
急
阪
神
、
尉
設
、

IIU麿
珀
闘
総
悶
で
珀
人
船
な
見
直
し
を
辿
ら
れ
る
こ

と

の
ケ
ー
ス
も
多
く
、

fl"川

両
は
J
2
•v

音
・
ウ1
1な
し

汽
’.?
．
乳
7

凸
醤
占
麿
・・

ぢ

．． 
り

．．
．
 
翡

山

が

限
3

透

い
に
こ
レ
｝し
い
か
ー
に
，
5
＂
h

百
殴
＂
と
し
て
い
る
訊
古
間
も

さ
ら
に
柏
念
料
叫
し
に
，

介
後
の
阪
神
ぷ

mの
叫
松
川

刷
と
し
て
は
、

Jlt化
叫
が
さ
れ

て
い
る
何
Illi川
出
冊
を
、

二
十
八
11か
ら
渭
木
ま
で
匹
ヘ

延
ば
し
、
さ
ら
に
l-11小
fIJ土

で
に
は
帥
出
よ
で
延
ば
す
。
帥

．

船
以
匹
の
111旧
川
圃
は
ポ
正
で

き
な
い
状
旧
だ
が
、
児
り
に
よ

2
ぷ
2

＾
出
”
叫
心
に
先
叫
り

て
、
西
沼
ー
・
術
皿
を
祁
分
旧

況
し
た
い
と
し
て
い
~
心
．

兵庸県商郁地震
• -.、
=111ヽ

t 
l―—内天 m 入、四'~-~-. . .. la 

U闊電I~
遠 1111

息 芦面鐸及面
戸印）人ll区間 宮 到 69:
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阪
神
本
線
も
メ
ド
な
く

数
年
間
は
分
斯
の
恐
れ

不可能
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全日年1丑J

山店縁

山隣新幹綿

加
古
川
線．．
．
 

i

9

.

 

ヽ

．． .o 

.
-

．．

．
 
｀
 ．
 

匡
綜
．． 

，． 

~
 

加
わ
り
、
支
菩
一
十
本
以
上
が

内
部
の
鉄
笹
．
J

と
つ
ぷ
れ
た

り、

油
中
で
く
の
字
形
に
折
れ

曲
が
る
な
ど
し
て

m叫
゜
g.q

と
天
井
が
陥
没
し
た
ら
し
い。

地
下
hli
迎切
は
大
累

心
き
て
も
地
笞
3
占
血
れ
て
込

町
な
力
が
加
わ
ら
な
い
▽
地
震

の
団
れ
は
逍
H
の
方
が
地
上
よ
会
社
が

HI口
し．

ILhハ
"

り
少
な
い
|
|
と
さ
れ
、
古
い
設
立
し
た
刃
―
-

i

セ
ク
ク
ー
会

設
計
で
は
地
志
へ
の
町
久
性
は
社
名
出
鉄
の
JII山
が
相
Iiぽ

琵
昇
耐
展
対
策
見
直
し
必
要

阪
神
大
臣
器
｀
、
地
下
鉄
神
日
分
か
っ
た
。
巧
門
家
は
「
大
し
て
い
な
い
蕊
設
を
含
め
、
地

X
の
地
点
に
堕
路
が
通
り
、
訳
計
約
―
I
H、五
K
が
ニ
・
五
”
袖
考
田
さ
れ
て
い
な
い
。

神
戸
な
り
入
れ
し
て
い
る
。

已

謡

灰

臭

嬰

11神
戸

m
塁
』
に
対
し
て
強
固
だ
と
さ
れ
下
遵
器
の
地
爵
策
が
塁
天
井
ま
で
の
高
さ
約
五
が
、
蝠
堕
で
建
て
ら
れ
、
天
井
全
体
を
速
欧
迎
で
も
、
地
盆
や
天
井
、
今
後
、
余

mが
お
さ
去
り
次

靡
区
水
木
辺
七
IIホ
ー
ム
の
て
き
届
遥
下
翌
笏
が
、
こ
れ
的
な
見
U
し
を
碧
れ
る
こ
と
約
十
五
．
吾
、
長
さ
旦
一
支
え
て
い
る

。

そ

の

上

を

許

す

習

盟

の

R
、
大
叫
緊
の
開
器
裟

ト
ン
ネ
ル
天

片

郎

を

支

え

季

メ

ほ

と

？

＾

翌

茅

受

け

た

の

は

に

な

る

。

＋

X
の
箱
戻
溢
り
。
よ
点
神
己
吾
誤
追
に
よ
る

<

m
み
を
紅
じ
、
そ
れ
に
耐
え
格
的
に
笠
屯
解
ば
翌
、
111

団
が
政
屯
され
、
天
井
や
地上
世
冗
で
も
例
が
な
いl
と
シ
•
＊
堕
駅
ホ
ー
ム
1
9
、

一
九
六
の
飢m
出
だ
鉄
習
ン
ク
リ
十
七
日
の
地
日
で
は
、
上
分
る
間
土
に
設

t
し
て
い
た
。

I
l
l
エ
m
に
入
る
．
し
か
し
、
M

の
ビ
甜
胡
が
辺
大

9
--Xも
ッ
ク
を
｀
け
て
い
る
。
東
京
の
一
――U
＋
一
月
に
完
庄
、
六
八
年
ー
ト
H
支
庄
（
既
的
一

バ

狐

向

の
強
い
澤
れ
で
、
支
庄
に
忠
間
鉄
illは
、
神
戸

mと
阪
急
、
訳
を
は
さ
ん

r宿
UH地
吹
ー
内

恐

℃

て
い
る
こ
と
が
二
十
二

古
い
嬰
釈
な
と
m震
設
計
を
四
月
品
羅
し
弓
塁
F
約

十

烈

只
X
ょ
高
さ

g
．
五
if)
定
し
て
い
た

m既
よ
ツ
カ
が
成
呼

LIJg、
神
戸
の
名
豆
鉄

代
黙
だ
つ
い
て
μ
松
rrirIU

冒
—
.ぃ

.
,
｝
鳶

i

在
炉
肘
且
喜
．
5

．

版念神戸綿

東海道綿

平成 7年 1月23日 （月） 朝刊

阪神本綿 ．・.・-
• • - 9 -

神戸綜＿ 
国道43-1:j- •一 ・ ：ヽ •

亨 □冒言三三乏竺i誓
衷
大
阪

4
-
4ー

'
8

JR西明石一須磨きょう開通
JR山鴻線は西明石一須蒻閏が23日始琵からi!II転を阿関

する• 東涵辺繹の甲了E9D-戸屋閏も25日開i111の予定• 阪
急今泣線1がi!!iS北ロ一門戸厄神閲で23日始発からIll磁で折
り返し遍転する。西宮北ロ一今ヱ閲も同B午後5闘111l裂tこ
開週予定。

l神戸裔速大開原I

言•. 

"111
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1
H
炊

m

.
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,
9
1
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―

-
It
ハ
品
の
ノ
キ
シ
ー1
屯

為

収

盟

・
哲
し
た
燐
9
ー

言
点
の
立
ぶ
―
-l.
¢
火
T
ヰ

翡
哭
の
込

屈
•
Fば
，

●
ー
・

，
 

＇ 

ー
・
・

,
i
 .. 

,
 

•• 

‘. 

1

,
＇’
 ... 

い
1
5・地・
J
り

lj2
冊`
，
芯

月
昔
昔
"
"
,．．． 

召
~
悶
成
1
か
対

．

！

Illu由
し
い
：
ヽ
い
名
-
り
」
"．

↑

翌

ふ

．、．

L
I
I

S
I
t
M
化
A
に
べ

．．
 
勾
llL

rし
h
も

品
ば
か

身、
旧
り
地
ぷ
ゞ

倫
公
の
小
叫
，

3

む
rlt
，

配
益
工
学
の
山
田
竺
・
中

tll料
皿
五

益

あ

協

コ

邸
大
致
戌

（
C
大
名
1

五
祗
）

ン
ク
リ
ー
r
4
1
1
咄、
J

四
．
の
ほ

JI
名

5
1い
ピ
さ
、
ム
l

9
1
f
L
‘

ヽ
り

J

.
,

．t

七
いぺ
几
0
"
f
I
J
"

ょ
"
k
t
.
f
↓

1
、0
し

か
｀
、
？
改
ー
ト
り
叫
卜
悩
"tu

切
の
U
・」
r-9
・・ツー
，
汽
い
し

が
I
U
2し
、
小
OIJ
以
伽
h
む

‘l

1
1
1
し
に
な，
伶
．
h
.

ぃ
か
1
1
1
t
"
·
}
9
5
,
E
'
•
I
-
‘

9
,．＼．
9

.

，．

，． 

の
泄
ト
ン
1
,
L
ン
グ
tJl-3111な
い
，

ん
ら
か
」
ば
11．
り
な
lilい
が



碑元奈血

平成1年1月24日（火） 朝刊

牢饂薪四

平成7年 1月24日（火） 朝刊

日本饂済薪皿

平成1年 1月23日（月） 朝刊

地下鉄の被害状況 5 
＂＂地下鉄 X陥没 ▲支往の9員傷な

市営地下鉄

神戸電鉄▼→11119'心 ll」
均▲
松Ill,`````

長田公ぶ〇唸``｀`、心’ 大開 : 

.. I~'心·▲立＂｀｀

る
）
新
た
な
ト
ン
＊
娑
翌
Ji広
一
訳
、
塁
，
硲
俎
恩
克
＂

は
り
さ
い
な
い
j

と
し
て
、
一
郎

t
い
る
．
u盟
“
に
五
い
を
J
.

屈
各
れ
て
い
る
よ
ヽ
ふ
歪
t
ム
翫
ー
姫
路
皿
の
私
祭
の
雄
椅

IKは
ぷ
qJ世
と
い
う
外
奇
皿
に
わ
た
名
J
面
さ
れ
た
翡
に

阪
急
ね
い
．．． 
沢
”
岳
慧
訳
近
く
か
か
る
こ
と
が
ば
っ
た
．
し
て
い
る
。
と
く
に
、
倫
召
は
火
・
述

“t
虚

好

、

「

少

を

出

し

た

。

な

る

．

唸

町

駅

、

尉

森

腐

岱

茎

闊

悶

逍

、
K
関
(MtIi兵
井
＂
が
折
れ
て
、

い閑
悉
芙
皿
と
も
一
閥
ぼ
は
か
か
る
．一
と
述
べ

神
．い
謡
悶
は
、
膨
さ
阪
神

閑
m．．．
 
セ
ク
タ
ー
の
神
，い

謡

筏

）
か
ら
邸
器
I
l
l
駅

(Miii民
通
が
陥
没
す
る
な
と
破
W
が
K
き
た
。
そ
の
？
を
、

「^
＇
の
位
慇
が
悔

111バ
面
か
ら
迎
笥
名
111し

苔
（
神
．
ぃ
り
の
地
F
卜
．
系
ル

111区
）
に

5-.".“
巾
笈
＂
が
い

．

ト
ン
ネ
ル
を

iHさ
芯

足

に

全

て

尉

版

の

醤

nli公
園
告
、

が
一部
閑
し
、
I
I
L
I
l
l
忍
に
罪
所
れ
た
り
、
限
に
爪
烈
人
っ
た
り
四
旧
の
119
迫
し
に
つ
い
て
べ
猥
"
J
J
翠
げ
る
．

で
JUlが
屁
く
か
か
山
叫
版
が
粛
か
ら
阪
神
の
人
(
-

鉄
道
被
害
皿
億
円
国
旺
邸
岬
皿
[

檎
が
9

．同
西
明
石
_
姫
路
間
で
ど
釈
舎
が
百
―
-
＋
況
店
れ
、
ト

橋
り
ょ
う
が
斬
た
に

一
カ
所
ず
ン
ネ
ル
を
支
え
る
柱
が
二
亘
一

紐
疇
碑
各
社
経
営
に
打
撃
必
至

運
喜
は
二
十
――-
8、
阪
神
や
神
戸
、
益
両
市
眉
鉄
震
に
強
い
負
れ
て
き
た
卜
1
,蓬畠
法
の
爾
な
と
つ
崩
落じ
て
い
る
の
が
目
；
本•長
さ
五
璽
＋
脳
に
わ

大
震
災
で
鉄
道
施
設
の
盤
巖
な
と
計
十
一
の
鉄
遁
更
采
者
が
ネ
ル
や
漿
部
分
で
も
凍
刻
な
で
復
旧
事
集
を
支
攘
す
る
考
ス
高
架
讚
の

m
落
It十
力
所
に
た
つ
で
飼
壌
？
同
塁
の
高
追

暑
孟
二
十
億
円
に
上
っ
墜
空
箋
け
た
。

．

．
暑
が
出
た
。
・
運
輸
省
は
今
後
だ
が
、
・
全
回
復
旧
ま
で
に
長
期
な
っ
た
。
ま
た
兵
庫
貫
四
畜
畏
田
駅
で
も
庄
七
歪
曰
れ

た
こ
と
を
嬰
か
に
し
た
。

J

山
悶
幹
練
の
六
甲
ト
ン
ネ
＿

．た。

R
西

日

木

が

山

蝸

新

幹

線

七

百

ル

な

と

四

ト

ソ

ネ

ル

で

相

当

数

さ

ら

に

神

戸
市
営
墟
よ
5
山

三
十

ば

円

、

在

来

練

九

百

億

円

の

ひ

び

割

れ

が

判

明

、

神

戸

市

手

練

で

も

l

―
一
宮
、
上
沢
百
ぞ

の

"

-

壬

ハ

百

―

―

-

＋

搭

円

。

次

の

第

三

セ

ク

タ

ー

座

ふ

「

神

ト

ン

ネ

ル

圭

支

え

る

往

主

＊

い
で
阪
急

m鉄
八

百

六

十

億

戸

高

速

鉄

辺

」

の

地

下

駅

合

が

が

壇

れ

た

。

円
、
阪
神
霞
ヌ
鉄
辺
七
百
ぼ
円
．
崩
濱
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
地

罪
復
旧
の
見
通
し
立
た
ず

の
i

部
に
ひ
ず
み
が
山
な
占
り

辿
炭
111双

で

も

し

屑

に

ひ
び
割
れ
な
ど
が
充
生
し
て
い

る
。ま
、
神
戸
iii
恕
地
下
鉄
の

111干
即
は
、
一
希

、
祈
曲
訳

の
ト
ン
ネ
ル
の
支
柱
が
＂
セ
＇

か
所
で
壊
れ
た
り
、

e裂
が
人

っ
た
り
し
た
ぽ
か
、
新
良IIII

上
沢
皿
で
支
柱
の
百
か

mに
m

靡
大
匹
災
に
占
品
開
ち
、
地
上
の
国
迫
も

一
部
が
餡
て
は
、
ト
ン
ネ
ル
の
音
二
旦
漿
確
認
さ
れ
た
3

内
の
他
下
鉄
の
ト
ン
ネ
ル
で
、
没
し
た
。
大
問
ー
高
辿
艮
UJ
叩

二
十
木
に
破
叫
が
あ
り
、
暉
既
地
下
鉄
の
深
刻
な
跛
内
に
つ

界
部
分
が
崩
落
し
た
り
、
暉
一

・

い
て
、

Inlg唇
‘

＾

仙

翌

や

哀

ピ

偽

閃

歪

心

と

の
槻
禄
柑
品
の
た
や
激

の

蒋

が

続

也

て

い

た

こ

と

し

い

上

の

獣

勁

に

歩

而

ほ

に
屯
れ
が
耐
え
さ
れ
な
か
っ
た

と
み
て
い
る
。

が、

二
十
＝
＝
日
ま
で
に
薗
匂
＿

に
人
っ
た
報
侶
で
わ
か
っ
た
"-

坤
ド
鉄
が
地
四
の
破
市
を
妥
げ

た
の
は
国
内
で
切
め
て
で
、
現

段
酢
で
ぱ
阪
旧
エ
f
J
J
の
見
通
し

も
立
た
な
い
状
況
と
い
う
ヘ
・

同
省
に
よ
る
と
、
神
戸
高
速

荏
坦
出
西
粗
の
大
問
駅
で
、
地

下
ト
ン
ネ
ル
の
天
ル
部
分
が
約

邑
F
計
に
わ
た
っ
て
叩
1
沼

4
-
4ー

'
9

ト
ン
ネ
ル

一
部
崩
壊
神

戸

高
速
鉄
道
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苓
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•9119
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ふ
•L
-地
下
鉄
大
問
駅
崩
壊
の
影
由
で
少
し
す
つ
陥
没
が
進
行
し
て
い
る
大
開
通
＂
神
戸
市
兵
慮
区
で
25日
午
後

4
時
40分

_1 ~ 砂 l令 大笙芍だす： l̀苫＇！！且閉ぎ翌 3失 ｛渇唸富戸罰穴砂喜瓢t:t•I 
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でが 19r -•しじ＼が 1 1’こ伎い (I,¥'lj 、
‘ ‘J肝Wj・てぇ、ほぢ

t 久ノ瓢 しII直 兵1喝」もポ iじl― ；尤 化fih11 ili 
° Ifiる人匁）Jク--- 、と 281il{,：］jが 見心と 1、I韮下 な t,i)くり

hll -I • [＇災 lii)いも強わ一欧 Ij'こ；；迂 iurリ---多——マ
I i九‘庇 1i＇る検 I且・に節のと災路 i怨I 多--- ： 品尉翌翡竹款 i謬ァゆ • と．！g印が；1；炉汀゚：闘訂『間旦反！汀誓；鸞09言ll
いいい謬四りい[》 iら汁鱈訓i, ,]l1ぷ芝社贋

“ご誓凰［籍鱈戸轟噂罹量言； ！犀屈噂国 闘窟汀9
訳慮託鵞庖塁汀遅版点直甘□畦奥i闘認仕がそ道 ！遺叫
屈屯丸亙笑臭ぷ足罰乱五晶尻¥ 努．問 二 ’;9ト！恥i虚惰魏讐!!28i1,点.iし和、こ彗 、年、
誓琴-耐□泣忌昆氏晶鱗‘'，遠、：．心云三II亨 i三““

詞胃胄冒胃炉Iiì！!［胃そ麟阻忽訊も＇巴闘見苔甜贔パー、 古 iい心 雙息闘翫
三后店麟噂恥且が麟§匂巨 l̀ 鸞 ほ塁揺菰鐸

てりは ミ＝
い檄ずミ＝＝

：力対ボ路 l収ンるれえ 未え(/)やでIi窮
=--—一 に方ルをりド こ‘る fい違らrlI‘tl認

秀歪 J:A0=二 i鰐噂il攣閲眉閲型捻腐灌；註
‘O IC［ぐi. ：に 1、路 卜いとがの 10 
t阻固 j認殴がの破ういた1,＇i フが

應 科技庁 署叫』国土炉揺巴゚ 糾遷訪
i｛ 調 査 匹謬祠均喝詞 耐砂冒
賊 やぱ‘門知ヘイて断年 1Aがピ lい

はり反 也'iuのラいさ又 は巧ルス方
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姻口薪皿 平成1年 1月26日 （木） 朝刊

対
策
練
り
碩
し

＾
由
の
地
下
鉄
ホ
菜
体
の
技

腐
で
糾
細
す
る
「
地
下
鉄
技

術
協
議
会
」
が
、
阪
神
大
災

で
ト
ン
ネ
ル
の
天
井

m沼
な
と

の
被
沼
を
受
け
た
神
戸
市
内
の

... 
:
 .
.
.
.
.
.

..
 
1
・・・

・・

・

・

・

1
・・・

学
術
調
査
団
を
派
遺

大
阪
市
立
大

阪
神
大
四
災
の
被
災
状
汎
を

把
既
す
る
た
め
、
大
阪
市
・
立
大

学
は
学
術
閲
克
団
（
代
去
・
弘

原
晦
研
皿
学
部
良
）
を
籾
成
、

二
十

"11から
現
地
閻
布
を
始

め
た
。

地
下
鉄
の
現
場
潤
査
を
開
始
し

tcom府
作
油
g
に

m刃
す
る
と

と
も
に
、
善
デ
ー
タ
を
収
集

す
る
。
第
一
陣
は
大
阪
市
交
通

猥
の
技
術
陣
で
、
二
十
五
El、

神
戸
市
氾
地
下
鉄
の
不
通
区
間

を
視
索
し
た
。
帝
都
暉
速
度
交

通
匹
団
（
東
京
、
叩
9

団
地
下

鉄
）
や
名
古
阻
iii
爺

ĝ
＇

後
、
閾
査
に
加
わ
る
窓
向
。
名

巾
深
体
と
も
「
地
震
に
強
い
」

と
さ
れ
て
き
た
地
下
鉄
の
安
令

神
話
を
再
検
証
し
、
地

m対
棗

を
細
り
匝
す
冴
え
だ
。

I

地
下
鉄
技
術
皿
3
m会
j

は

札
幌
、
横
訳
、
名
古
展
、
而
岡

の
条
＂
常
地
下
鉄
な
と
、
約
十

ホ
肩
の
土
木
、
防
器
術
者

ら
で
組
織
し
て
い
る
。
定
期
的

に
会
合
を
持
っ
て
技
術
交
流
を

図
っ
て
い
る
。

二
十
れ
日
は
、
協
議
会
の
砕

市
で
あ
る
大
阪
市
交
通
屈
の
土

木
や
防
災
の
技
術
名
ら
荘
人

が
、
不
通
と
な
っ
て
い
る
新
神

戸
ー
新
良
1
皿
を
視
釈
し
た
。

今
後
、
ほ
ぼ
全
線
が
地
下
軌
辺

と
な
っ
て
い
る
神
戸
暉
速
鉄
辺

も
す
る
予
定
だ
。

阪
神
大
席
災
に
よ
っ
て
、
神

-)
暉
速
鉄
道
で
は
、
神
戸
市
兵

庫
区
の
大
間
駅
付
近
の
ト
ン
ネ

ル
天
井
部
を
支
え
る
柱
が
約
＝＝l

十
本
も
押
し
つ
ぶ
さ
れ
る
よ
う

に
折
れ
IlUが
り
、
上
を
走
る
国

辺
が
陥
没
し
た
。
神
戸
市
常
地

下
鉄
も
i
-
i

京
駅
な
と
で
柱
の

鉄
筋
が
む
き
山
し
に
な
っ
た

り、

ト
ン
ネ
ル
側
面
に

m裂
が

入
っ
た
り
し
た
。
人
阪
市
交

通
団
や
党
団
地
下
鉄
の
技
術

陣
に
よ
る
と
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル

ス
や
メ
キ
シ
コ
の
大
震
災
で

も
こ
う
し
た
破
由
は
出
て
い
な

ヘ
全国事業体の
技術者が調査

い
と
い
い
、

Imm”
で
初
め
て

の
被
古
」
状
況
と
な
っ
て
い

る。こ
れ
ま
で
ト
ン
ネ
ル
な
と
の

地
下
構
辿
物
は
、
地

gが
起
き

て
も
地
j
m
と

H
mに
抽
れ
る
た

め
、
「
地
匹
に
強
い
」
と
さ
れ

て
き
た
。
地
四
対
策
は
各
叩
菜

休
に
よ
っ
て
ば
ら
ば
ら
で
、
対

策
を
躙
じ
て
い
な
い

m菜
所
も

あ
る
。

4-4-11 



専 EI薪皿 平成 7年 1月28日 （土） 朝刊

阪
神
大

g
災
で
被
災
し
た
地

下
鉄
構
内
の
神
戸
祁
速
鉄
辺
大

皿
駅
（
神
戸
市
兵
即
区
）
の
ホ

ー
ム
の
上
の
天
井
が
川
れ
粕
ち

る
肛
前
、
東
客
約
i
E
十
人
を
卵

せ
た
111叫
軍
鉄
（
本
社
・
神
戸

iii位
111区
）
の
特
怠
列
爪
が
通

過
し
て
い
た
。
十
七
LI朝
の
地

mで
ホ
ー
ム
中
の
コ
ン
ク
リ

ー
ト
柱
が
大
破
し
て
天
几
が
ず

り
招
ち
た
が
、
列

mは
わ
ず
か

数
秒
前
に
通
過
、
ャ
平
い
け
が
人

は
な
く
ヽ
、
間
一
髪
の
と
こ
ろ
で

惨
平
を
免
れ
た
。
山
阻
庸
鉄
は

「
通
過
駅
だ
っ
た
の
が
ャ
辛
い
し

た
が
、
そ
れ
で
も
肪
皿
が
ず
れ

て
い
た
ら
…
」
と
胸
を
な
で
お

ろ
し
て
い
る
。19転諜の
話
に
よ

る
と
、
こ
の
特
他
は
山
二
兄
釈

（
兵
叩
郎
叫
miii)
発
阪
急
班

忠
駅
行
き
の
六
両
印
成
。
神

戸

、

房

面
に
向
か
う
通
勁

客
約
3
i
十
人
が
来
っ
て
い
た
。

地
匹
発
生
一
分
前
の
十
七
11年

前
れ
賊
四
十
虹
分
、
定
刻
辿
り

に
大
駅
の
一
っ
手
前
の
iOi速
に
制
帥
レ
パ
ー
を
前
に
倒
し
、

良
川
駅
を
発

m、
ス
ピ
ー
ド
は
非
常
プ
レ
ー
キ
を
か
り
た
。
列

昨
速
村
八
中
11

だ
っ
た
。
大
旧
駅

mは
約
柑
紐
っ
て
作
刈
ホ

は
通
過
釈
で
、
地
匹
発
生
と
問
ー
ム
か
ら
列
巾
の
殷
後
部
ま
で

じ
年
前
紅
賊
四
十
六
分
に
油
過
は
わ
ず
か
百
ば
だ
っ
た
。
一
両

し

た

。

日

と

二

四

日

の

IH翰
が
脱
松
し

畝
本
忠
則
連
軟
士
（
四
九
）
に
よ
て
い
た
が
、
保
客
は
策
務
屈
の

る
と
、
列

mの
先
頭

m叫
が
大
昭
忠
で
地
●
に
逃
れ
、
無
叩
だ

間
駅
の
ホ
ー
ム
東
端
か
ら
九
十
っ
た
。
畝
本
巡
転
士
は
「
何
が
3

ば
ぽ
と
行
き
過
ぎ
た
と
こ
ろ
き
た
か
分
か
ら
な
か
っ
た
。
で

で
、
大
き
な
研
罪
れ
を
感
じ
こ
ぽ
忌
心
に
ほ
う
り
111さ
れ
た

t
c
o
l
i
H

灯
が
切
え
、
日
の
前
~
よ
う
な
飯
勁
だ
っ
た

Jと
い
う
。

は
訊
っ
町
に
な
っ
た
。
と
っ
さ
大
間
吹
は
、
地
匹
で
上
下
船

遠
畷
竺
乗
客
約
30人
、
間

• 

髪

大
き
な
被
害
を
受
け
た
神
戸
高
速
鉄
道
大
閲
駅

IIllH午
後
4
賊
伯
分
、
神
戸
市
兵
肌
区
で

の
中
各
あ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト

柱
約
四
十
本
が
抑
し
つ
ぶ
さ

れ
、
”
さ
五
十
岱
の
コ
ン
ク
リ

ー
ト
天
井
が
約

m二
十
ば
に
わ

た
っ
て
三
、
四
ば
も
ず
篠
ち

た
。
列
＂
本
の
長
さ
は
田
十
匹
~

”
い
。
如
＂
し
位
岡
、
制
血
面
雌
か

ら
み
て
、
畝
本
巡
転
士
が
徹
郡

れ
を
感
じ
た
問

‘m後
応
の
IH

両
（
貶
さ
十
九
”
い
）
は
ホ
ー
ム

を
抜
け
切
っ
て
い
な
か
っ
た
と

み
ら
れ
る
。
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地下構内は天井崩落70邸に渡り地上陥没、．^
 

:•L 
q̀
 

＇ -
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．
、

••• 
J.
『.̀ で・

大
き
く
陥
没
し
た
神
戸
高
返
大
問
駅
の

上
の
追

ra(上
)
。

駅
旧
内
は
天
＂
が

落
ら
込
み
、
紋
筋
が
む
き
出
し
に
な
っ

て
い
る
1130"、
神
戸
jii兵
廂
U

朝刊

E

出温寄
{
Pな
昂
1-

m陣
人
訂
烈
ふ
閲
じ
な
肌
ー

の
切
ハ
が
け
凡
を
ふ
さ
ぐ
れ
’
J

、

人
さ
な
渋

mを
受
り
た
神

Jf“渭

れ
in人
皿
駅

（神
PIij且

Mlg

の
他
卜
駅

111か
―t
'11、
llJめ

只
＾
間
さ
れ
た
．
立
ilが
折
れ
て

人
川
が
N
~
,
mに
I
Mれ
箪
ち
、

叫
卜
訳
は
地
~
りに作
い」
と
い

う
坤
止
を
山
す
よ
う
な
人
将
＂

隈
ぶ
祈
さ
注
じ
さ
を
兄
U
つ
り

℃
い
る
よ
う
に．

公
さ
れ
た
訊
，
＂
は
、

・ホ
ー
ム

炭
部
の
介
度
え
る
以
前
＂

ソ
ク
リ
ー
ト
四
支

IIe-rt
"小

が
、
く
の
ヤ
咽
に
111れ
叫
が
っ
て

い
た
。
は
が
れ
昭9ン
た
コソ
ク
"
•5

ー
ト
の
内
郎
か
ら
訓
が
っ
た
欧
暉

が
む
さ
に
し
に
fJり
、
火
ハ
は
い

巾
に
よ
っ
て
約
一
ば
ド
が
っ
て
い

J

o

 '
 

丸

111
囮限
‘
3
問
刻
れ
も
四
十

h

崩
‘
側
限
も
即
咆
刷

料
ち
て
、
コ
ソ
ク
リ
ー
ト
支
几
に

か
り
ら
れ
た
広
Hiや
お
知
ら
せ
阪

か
舟
に
散
乱
し
た
。

沖
＂
紅
沈
荻
旧
の

mill正
n.

企
＂
衣
次
尺
は

「ふ
怯
の
女
＾
ls

ハ

即
は
即
す
し
て
お
り
｀
＂
心
に
叫

辟
れ
か
っ
た
と
出
う
」
と
止
し

て
い
る
。
低
は
町
111
そ
八
団
か
に

湛
喝
ホ
ー
ム
＾
翡
は

u
-i十
ば

で
、
総
即n
は
一
〒四
否
礼
•
I
J

ば。

m迎
mい
に
2
凶
m元
前
凶
ざ
せ

そ
皿
卜
飲
形
式
の
間
切
だ
が
、

今

い
の
研
災
で
、

訳
上
に
杏
だ
ハ
聞

iぷ
必
~
のio
r
l
l

が
り
じt
篠
叫

に
わ
た
っ
て
訟
没
し
た
。

欝
は
約
閥
＂
と
＂
ャ
い
も
ら

れ
令
囲
代
（
抑
EIii

屈）

9
.1一内
（
小
火
区
）
叫
の
＾
土

m訓

而
に
は
、
門
駅
の
復
旧
が

m大
の

問
叫
四
壮
は
、
四
路
部
分
を
い

「
た
ん
lmk
す
る
オ
ー
プ
ソ
カ
ッ

ト
成

で

k
をめ、
E

ぷに

仄

心

と

吼
J

阪

mmmさ
サ
る
こ

と
に
し
て
い
る
が
、
復
旧
に
は
．

ー
四
的
皿
作
ス
で
も
tiFか
か
る

.‘
-
J
o
 

c
l
.
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神 戸 薪血 平成 7年 1月31日 （火） 朝刊

訳
趣
、
似
抑
、
山
囮
屯
歓
Ol
払
懇
社
が
出
71
に
東
11人
れ
て
い
る
神
臣
謀
速
鉄
道
の
山
匹

線
（四
代
—iぶ
徴閻
）
で
甜
災
の
破
印
が
い
し
大
さ
か
•

た
神
J
i
i
i
i

兵
限
区
の
大
間
駅
が五卜

一セ

い

た
。

11、
地
設
後
初
め
て
報
道
関
係
者
に
公
皿
べ
れ
た
し

一

屈
か
ば
町

m．． 
下
八
年
に
叫
く
無
平
脱
出
し
た
と
い
う

一
百
平
方
2

い
に
わ
た
っ
て
陥
没
、

股、

皿
下
約
古
い
の
深
さ
に
全
公
開
さ
れ
た
駅
改
礼
け
近
に

示

ー
ム
を
支
え
る
鉄
筋
の
人
っ

良
約
苗
三
卜
り
い
の
ホ
ー
ム
が
設
は
、
ひ
ぴ
が
入
っ
た
摂
而
な
っ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の

仕

諮

翌

れ

て

い
る

。

地

覧

翡

地
下
水
が
溝
内
に
あ
ふ
れ
、
ポ

瓦
本
の
う
ち
、

二
よ
ほ
ど
が

時
、
占
ソ
間
が
固
駅
を
通
過
ン
プ
で
地
上
に
く
み
廿
て
い
崩
壊
し
て
い
た
。
同

闊

窟

し
四
約
面
い
け
近
で
脱
線
し
た
た
。
ホ
ー
ム
内
の
天
井
は
深
さ
和
芙
邸
渾
俯
部
次
長
は
「
ホ
ー

が
、
弟
客
に
大
き
な
け
が
は
な
約
．

一
・
万
店
、
船
血
積
己
千
四
ム
や
改
札
は
か
な
リ
の
旧
宙
を

受
け
た
が
レ
ー
ル
自
体
の
破
祖

は
な
か
っ
た
の
で
、
六
カ
）
役

の
開
通
を
目
屈
に
玉
少
姦
心
い

で
い
る
a
ni線
で
も
聞
油
さ
U

1
民
の
足
を
早
愁
に
確
保
す
る

た
め
屯
1
を
通
し
た
い
」
と
話

陥
没
で
大
き
な
く
ぼ
み
が
で
さ
た
ホ
ー
ム
の
地
上
部
分

(ぃ

r

い
ハ
ら
W
.
~＂
兵
u
k

)

ホームの天井郎分が陥没した「大間釈J

.•
• 
t
 

，
 

＼

．
 

し

・
、ヽ
4
ー・，
 
＇ 

・
¥
 

．り
‘ヽ
．．
 

神戸 ・大開駅

譴
虹
半
年
後
の
開
通
目
指
す
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日本経済新聞 平成 7年 1月31日 （火） 朝刊

大
半
の
支
柱

折
れ
曲
が
る

天
井
は

120妍

＞
字
型
陥
没

l神戸高速鉄道・大開駅I
神
戸
市
の
中
心
部
を
東
四
に
走
る
第
三
セ
ク

タ
ー
の
挫
戸
高
速
鉄
道
（
神
戸
市
）
は
＝
二
十
日
、

器

大

胃

で
地

I
lム
の
天
井
な
と
が

m

壊
し
た
大
開
駅
（
同
市
兵
庫
区
）
を
四
道
陣
に

應
た
。
「
抽
字
r鋲
、
地
下
紺
ほ
＊
証
複
で

念
全
」
と
匹
わ
れ
て
き
た
袖
詰
“
を
打
ち

砕
か
の
よ
う
に
、
駅
内
の
支
庄
は
ほ
と
ん
ど

が
哲
判
っ
て
天
井
柁
耶
℃
、
密
ぼ
描

残

ぷ

應

埠

醤

と

か

か

る

い

。

福

は

「

墾

麿

盆

下

を

唇

よ

っ
て
は
問
含
薩
烈
起
こ
る
恐
れ
競

る
」
と
m
g
Eし
て
い
る
。

向
は
ホ
ー
ム
の
長
さ
が
約
百
二

+
M
。
上
下
諒
の
巾
央
で
天
井
を
支

え
る
縦
一
”
度
釈
四
十
ん
/
の
支
柱
は

彗

一十
五
本
あ
る
が
、
そ
の
ぽ
と
ん

ど
が
折
れ
曲
が
り
、
変
し
た
中
の

鋲

照

0
き
だ
し
に
な
っ
て
い
る
。

天
井
は
長
さ
約
百
二
十
ば
、
幅
約
二

古
だ
わ
た
り
、
地
上
の
辺
路
と
と

も
に
「
＞
j

字子型に―
――
が
近
く
甲
荘

下
が
っ
た
。
ホ
ー
ム
に
は
コ
ン
ク
リ

ー
ト
腐
や
顎
か
ら
は
が
れ
た
タ
イ

ル
、
案
内
板
、
広
缶
の
パ
ネ
ル
な
と

が
鼈
、
破
浪
の
す
裔
葵
d

を
見

せ
つ
け
て
い
る
。

醤
心
は
今
後
●
天
井
か
ら
地
上

に
か
け
て
の
部
分
を
い
っ
た
ん
取
り

誓
、
支
柱
な
と
を
迫
っ
た
後
に
円

癸
井
部
分
を
置
、
半
年
後
を
自

翌

阪

復

旧

苫

ぎ
つ
け
た
い
考

え
。
向
炉
だ
け
で
芦
石
内
の
ふ
氾
い
出
バ

何
ら
か
の
罪
由
で
揺
れ
が
特
に
強
か
八
切
と
浅
い
。
地
下
深
J

に
あ
る
憫

っ
た
の
で
は
な
い
か
さ
し
て
い
る
。
造
物
は
周
り
の
地
槃
と
と
も
に
揺
れ

醤
道
は
、
爾
の
豚
忍
電
鉄
る
た
め
木
炉
汲
唐
笛
な
い
が
、

-
＝
-
区
駅
、
器
醤
元
町
駅
と
緞
~
こ
れ
頃
と
浅
い
場
合
、

＇

描
れ
が
地
上

側

O
d
9代
駅
を
結
び
、
こ
と
壼
品
わ
ら
ず
、
し
か
も
地
上

れ
易
秘
懇
街
い
に
乗
り
入
れ
て
ま
で
の
士
の

m
mを
東
せ
た
形
で
畑

が
か
か
る
と
駈

C
て
い
る
。

．

い
る
大
阪
ー
姫
路
間
の
私
鉄
の
接
れ
た
可
餌
窟
忍
さ
恒
累
る
。

閑

は

一
九
六
＝
―
年
に
履
。
同
点
。
E
慇
―
＝
象
近
く
の
子
架
も
函
5

派
面
蜘
8
だ
よ
る
と
、
昭
和
五
十

鉄
辺
の
地
T
ト
ン
ネ
ル
区
間
六
・
六
壊
し
、
全
区
間
の
復
旧
に
は
半
年

ほ

年
代
以
前
は
、
地
下
桐
造
物
は
上
と

立
口
の
う
ち
、
大
き
な
培
淫
受
け
た
益
辺
福
~
と
約
＝
酋
八
士
問
の

＂

隈
叩
か
ら
の
蜀m、
圧
力
だ
け
に
酎

の
は
同
駅
憫
内
と
、
凹
雰
ら
酉
碗
引
5

か
か
る
と
い
う
。
え
る
辟
町
で
よ
く
、

国
紺
計
は
し

の
高
哨
苗
駅
に
か
け
て
の
約
一
キ
ロ
挫
r区
間
の
諮
5
が
大
開
駅
閑
辺
て
い
な
か
っ
た
。
四
枝
は
「
困
以

の
監
だ
け
で
、
ほ
か
は
鰈
に
危
裂
に
笙
｝
し
た
闊
に
つ
い
て
、
凹
[
な
名
で
全

gvて
嬰
笠
戊
い
を

が
入
づ
た
程
度
。
し
か
し
督
や
工

を
視
素
し
た
疾
田
政
則
・
早
稲
田
大
ろ
を
走
っ
て
い
る
地
下
鉄
が
あ
る

法
は
全
ぼ
面
と
も
向
に
い
う
。
向
郷
授
（
地
震
工
学
）
は
「
大
閲
野

T
が
、
加
益
咄
す
広
工
”
江
9
毎
え
て
い
か

鋲
道
は

「
ほ
か
と
坦
引
涵
う
な
と
辺
因
癸
井
か
ら
地
上
ま
で
が
四
・

ね
ば
な
ら
な
い
」
と
杯
し
て
い
る
。

[
が

t

弁

で

｝
天
区

れ
庫

こ
研
兵一
t

力

市

-
柱
戸

”
と

神

、
9

、

r
 

m
日

遺

30

．
 
｀
 

r"A
芯のム
ャ
駅
一rmホ

大
下
た
地
し
た
没

ち

陥

落
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大開駅 国
際
援
助
隊

24人
を
派
遣

皿
贔
耐
震
基
準
見
直
し
へ

鉄
道
耐
震
設
計
見
直
し

阪
神
大
四
災
を
き
ぶ

げ
に

督
の翡
鷹
扇
悶

狐
憩
国
に
設
図
さ
れ
に
云

畠
醤
腐
闊
醤
屈

会
」

（
肩
艮
、
松
本
罰
・

東
東
刑
科
大
教
授
）
は
三
日、

大
阪
市
内
で
会
合
を
叫
き
「
予

患
以
L
の
限
印
賑
動
が
破
中
砿

大
の
旧
大
な
凶
囚
」
と
し
て
、

き
ょ
う
神
戸
人
り

政
府
は
―i-El、
阪
神
大
栂
災

縦
揺
れ
被
害
予
想
上
回
る

披
9
い
の
出
た
地
点
を
中
心
に
地

煎
や
問
追
物
の
振
動
状
態
の
調

畜
、
解
祈
を
辿
め
、
新
た
な
縦

揺
れ
対
策
に
取
り
釦
む
こ
と
を

決
め
た
°
訟
本
委
四
良
は
五
月

の
山
陽
新
腎
線
の
ぼ
旧
ま
で
に

一
定
の
方
針
を
取
り
ま
と
め
る

愁
向
を
示
し
た
。

今
回
の
地
四
で
は
鉄
道
施
設

で
、
国
際
緊
急
援
助
隊
に
登
録

さ
れ
て
い
る
医
師
、
租
應
姉

・

布
護
士
計
二
十
四
人
を
瑕
地
に

派
迫
す
る
方
針
を
決
め
た
。
四

日
に
、
第

一
即
と
し
て
、
八
人

（
医
師
三
人
、
荏
護
姉
・
士
五

が
次
々
に
崩
壊
、
諜
度
6
ク
ラ

ス
に
酎
え
る
よ
う
に
設
計
さ
れ

て
い
た
山
鴎
新
幹
踪
は
新
大
阪

,'
姫
路
間
で
八
か
所
の
高
架
稿

が
落
下
し
た
ほ
か
、
支
柱
約
七

百
本
が
限
偲
。
地
叫
の
耐
久
性

が
高
い
と
さ
れ
て
い
た
地
下
諒

で
も
神
戸
市
営
地
下
鉄
山
手
線

や
神
戸
高
速
鉄
道
東
西
練
で
壊

人
）
が
神
戸
市
入
り
す
る
。
村

山
首
相
の
指
示
に
も
と
づ
く
も

の
で
、
海
外
の
自
然
災
害
を
目

的
と
す
る
緊
怠
援
助
隊
を
、
国

内
の
被
災
地
に
派
追
す
る
の
は

今
回
が
初
め
て
。

垂
直
の
力
で
壊
滅

の
地
g
で
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
災
や
十
粉
沖
地
円
な
ど
の
破
宮

閉
れ
方
j

と
旧
滴
．
委
只
間
に
か
ら
、
水
平
方
向
の
力
を
爪
視

「
地
表
の
士
が
水
平
方
向
に
店
し
て
き
た
が
、
里
田
方
向
の
カ

す
ら
れ
碑
没
し
た
，ー
と
の
意
見
も
考
慮
す
る
」
と
酎
れ
れ
引
革

も
あ
る
と
し
な
が
ら
、
直
下
型

mの
見
直
し
が
必
要
と
し
た
＿
・

地
震
の
農
忍
っ
ぷ
、
）
れ

m朽
的
な
研
究
桔
集
が
出
る
の

腐

り

―

.g器
の
内
容
考
尭
表
．．
 そ
の
中
で
、
神
の
動
き
を
考
咤
す
る
」
考
後
た
と
の
見
方
姦
碍
し
、
落
下
は
一
、

二
年
後
て
、
一
そ
れ
ま

骨

夏

＂

っ
た
運
佑
畜
の
戸
高
速
鉄
奥
開
釈
は
爵
の
見
直
し
方
針
を
阿
ら
か
に
し

し
た
IlJ
算
苔
農
っ
て
の
間
修
工
翌
つ
い
て
は
っ

莉

闘

一

慈

岩

翡

日

裔

の

力

で

押

L
つ
ぷ
さ
れ
た
つ

い
て
も
け
の
見
方
を
示
し
只
会
の
目
を
悶
時
招
介
し
、

乳

召

苔

は

一

―-H
、
ナ

た
1
と
の
見
力
を
示
し
、
酎
地
T
繋
の
H

、

Jr,」[
．

J

R
粉
611
急

阻

力

し

た

因'-
松
七
竺

m．委
n
R
R仔
品
E
に
つ
い
て
一
二
大
開
竺
・ー
は
、
同
委

n尺
は
一も
さ
ら
に
、
た
ia渭
溢
E
の
立

い
」
と
し
た
．，

阪
市
内
-m京
門

ぷ

耗

：
か
検
＂
・-れ
ま
工
請
さ
9
た
屯
屯
”
向
乃
、
十
四
．
沖
、
口i
．
ン
ゼ
1
ス
門
ぱ
心
苫
＇
そ

．閲
F
大
E
-

運
輸
省

検
討
委

>1
 記、て―`〗恣

滅
的
な
波
害
を
受
け
た
。

へ

f

こ
の
た
め、
同
省
は
「災
害

〗
与
ン`
丸
．

に
弾
い
鉄
遥
施
設
」
を
自
指
す

5

答
忌

紅

l
 

ー

““
‘
●
,
成
}
諭

た
め
、
学
者
や
鉄
適
会
社
の
幹

，

畠

-•
• 
i

l

．

葱

部
ら
で
組
紐
す
る
検
討
委
を
設

．＜
f

悶
、
今
月

一
、
二
日
に
神
戸
市

＂ゞ

内
を
中
心
に
被
害
状
況
を
視
察

，
i[

．
i

し
て
い
た
。

会
合
に
は
、
地
霞
関
係
の
学

},
{

• 

者
や
被
害
を
受
け
た
鉄
道
会．{·

~
t

且＂碍[[
一ロ
―
i
i＼
口
じ
’

委
員
長
は

「
こ
れ
ま
で
想
定
し
駅
は
里
直
方
向
に
押
し
つ
ぶ
さ
下
型
地
霞
に
対
応
で
き
る
よ
う

て
い
な
か
っ
た
縦
揺
れ
が
被
害
れ
た
印
象
を
受
け
た
。
か
つ
て
な
設
計
基
準
の
設
定
が
必
要
と

を
広
げ
る
大
き
な
要
因
に
な
っ
見
た
こ
と
の
な
い
被
宮
で
一
番
し
た
う
え
で
、
特
に
里
回
振
動

た
。
特
に
神
戸
高
速
鉄
道
大
開
の
衝
撃
だ
っ
た
」
と
分
桁
。
暉
へ
の
対
策
を
弾
調
し
た
。

脱鰈、大きく傾いた阪神電車（神戸市内で）
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神．い
iii駐
即
区
に
あ
る
神
”

“
~
磁F
鉄
よ
訳
限
の
鮫
邸
利

開
役
は
欝
以
来
、
無
人
の

ホ
ー
ム
の
巡

1
を
紐
け
て
い

，
 

．ィ

今

月

丈
11の
批
地
下
鉄

象
船
腐
後
も
、
成
翌

尉
さ
れ
、
四
つ
の
入
り
0
"
2

mべ
き
れ
た
北
ま
だ
。

限
U
J
杜
几
を
ざ
え
る
柱
の
中

れ
近
・]
に

m判
か
入
り
、
州
の

ク
イ
ル
が
招
ち
て
い
る
。
壊
れ

た
柱
を
お
び
た
だ
し
い
数
の
鉄

竹
が
ぃ
妥
今
J

い
る
。

-
J
I
十
七
日
＂
曲
、
地
下
一

附
の
駅
屁
窄
に
い
て
、
応
に
た

.. ・ 

た
き
つ
け
ら
れ
た
。

日
の
前
を
テ
レ
ピ
が

mぴ、

タ
ン
ス
ほ
と
も
あ
る
金
肌
が
二

2
梨
面
に
動
い
た
。

地
下
二
附
の
ホ
ー
ム
に
到
泊

し
た
ば
か
り
の
電

mに
は
百
五
万
十
本
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
地
下
鉄
の
破
峡
は
、
世
界
で
地
下
鉄
の
技
術
を
リ
ー
ド
し
て
九
千

H"人か
死
ピ
し
た
八

十
人
ほ
と
が
莱
っ
て
い
た
。
柱
が

tn切
0

n;aは
ニ
カ

月

初

め

て

の

ホ

隣

だ

。

地

下

に

築

き

た

。

五

年

の

メ

キ

‘
埒
面
視
で
は
、

「電

mは
部
分
、
動
か
ん
。
か
ら
一
年
は
使
え
な
く
な
っ
か
れ
た
「
人
工
空
間
j

は
、
川
「
わ
れ
わ
れ
が
知
ら
な
い
こ
地
下
鉄
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
内
限

地
下
に
い
た
令
儲
ゃ
J

た

。

れ

落

ち

た

。

と

が

3-J
っ
た
J

と
中
聞
部
長
に
細
い
ひ
び
が
入
っ
た
れ
腹
だ

も
う
一
ぽ
揺
れ
た
ら
、
駅
が
神
戸
砂
遥
鉄
道
の
本
叫
欺
で
日
本
の
地
下
鉄
建
収
の

m分
は

い

う

。

っ

た

。

八

几

年

に

米

サ

ン

フ

ラ

つ
ぶ
れ
る
と
思
っ
た
。
兼
客
は
只
十
五
本
の
柱
が
つ
ぶ
れ
、
け
と
い
え
る
帝
都
閻
辿
ぼ
交
通
地
下
の
構
辿
物
は
、
周
皿
の
ン
シ
ス
コ
品
を
恨
っ
た
ロ
マ

を
睛
芍
し
地
上
に
出
た
。
つ
ぷ
ト
ン
ネ
ル
の
天
井
が
約
臣
二
十
祖
団
（
東
京
）
の
小
砂
町
・
技
地
盤
の
IE力
に
創
え
ら
れ
る
よ
プ
リ
ー
ク
地
以
で
も
、
被
田
の

れ
た
建
物
郡
と
真
っ
瓜
な
飩
ば
に
わ
た
っ
て
附
沼
し
た
。
術
旧
発
担
当
部
屁
は
、
神
戸
の
う
、
も
と
も
と
強
M
に
迎
ら
れ
恨
位
は
な
い
c

・

地
四
で
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た

絶
勺

;
•
こ
2,
？
·
乱

g
"
芯
令
月
1

見
涎

x
翌
．
』

．．
．．
 

.‘
 

••• 
3
.l
99,
．‘
 

「
経
験
j

が
な
い
地
下
鉄
の
3
i

;
:

]
未
経
験
の
事
態
に

メ

1

.

＂
｀
□
[
〗

ì
,J,．,
 
．．
 ヽ
r
•
’

’

,
＇
’

．

ネ
ル
を
皿
む
地
僻
が
、
地
匹
で

て

い

る

。

と

ん

な

動

き

を

す

る

の

か

、

科

し
か
も
、
地
悶
が
き
て
も
N
学
的
に
解
町
さ
れ
て
い
る
わ
け

皿
の
地
紺
と
一
休
と
な
っ
て
揺
で
は
な
か
江
↑
c

れ
る
の
で
、
股
れ
に
く
い
と
い

じ
ら
れ
て
き
た
。

l>5<J 

が
、
自
の
前
に
広
が
っ
て
い

IJ

O

 

f
 
市
喝
地
下
鉄
で
は
上
沢
の
ほ

か、

一1
宮
、
新
長
田
駅
な
ど

で
、
天
井
を
支
え
る

mニ
ロ

す
ぐ
西
側
で
は
、
鰈
路
の
側

盟
i

酋―
i

十
四
ば
に
わ
た
っ

て
割
れ
、
十
荘
岱
も
内
側
に
せ

り
出
し
た
。
柱
の
E
2協
は
世

一

白
下
十
一
本
に
の
ぼ
っ
た
。

状
況
が

mじ
ら
れ
な
か
っ
た
。

前
身
の
「
東
取
地
下
鉄
迫
J

が
洩

im_上
野
間
で
灼
染
連
転

を
始
め
た
の
は
一
九
二
七
年
十

二
月
。
七
十
年
近
く
、
呪
団
は
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地震によって、世界で初めてという地下鉄の破壊が起きた。技術者

は「われわれが知らないことが起こった」と言葉を失った。

．
砥
揺
れ
”
が
犯
人
？

.l雌b*’̀t"“ ►5◄ 

●
埋
め
立
て
地
も
ろ
く

期
に
改
め
る
必
要
が
あ
る
j

と

記
1
9
.
一
方
で
、

I

強
い
碩
謡
れ
が

破
類
の
主
因
j

と
い
う
繹
論
も

斑
出
さ
れ
て
い
る
。

あ
る
大
手
這
設
会
社
の
技
術

者
は
「
ト
ン
ネ
ル
の
下
の
地
盤

と
上
の
地
鰈
と
で
揺
れ
の
大
き

さ
が
違
っ
た
た
め
、
四
角
い
ト

ン
ネ
ル
が
ひ
し
形
に
ゆ
が
み
、

環
れ
た
j

と
分
析
す
る
。

m
Eし
た
ト
ン
ネ
ル
は
、
い

ず
れ
も
地
面
を
邸
り
下
げ
る
閉

削
方
式
で
述
設
さ
れ
た
。
被
害

は
地
下

i-
T八
“
ほ
と
の
筏
い

醤
に
菜
ま
っ
て
い
る
。

地
下
の
茂
い

5
所
で
は
、
地

西
の
揺
れ
は
地
表
に
近
づ
く
ほ

と
JCI幅
さ
れ
る
と
い
う
。

醤
を
ま
ぬ
が
れ
た
地
下
施

設
も
あ
る
。
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
地
下
タ
ン
ク
の
慎
愕
は
ゼ

ロ。
E
滋
、
電
話
回
肇
、
ガ
ス

_
1面
か
ら
綬
く

一

ピ
ル
や
旧
な
と
地
上
の
悶
辺

t』
、
下
水
道
紐
設
を
ー
つ
の
ト

物
な
ら
、
材
料
も
問
造
も
正
郎
ン
ネ
ル
に
お
さ
め
た
共
同
溝
に

｀
位

に
わ
か
っ
て
い
る
。
コ
ン
ピ
ュ
も
大
き
な
被
害
は
な
か
っ
た
。

・
-•

そ

ー
タ
ー
に
地
震
波
を
入
力
し
て
神
戸
・
―
-

l

声
の
地
下
街
「
さ
・

｀
 

nt笞
す
れ
ば
、
揺
れ
方
も
か
な
ん
ち
か
J

も

、

ガ

ラ

ス

が

二

枚

ヽ

m
ー、f

g箆
で
つ
か
め
る
。
割
れ
た
捏
度
で
す
ん
だ
。

＼

闘
造
物
に
地
震
lltを
慰
塁
す

京
都
大
工
学
部
の
足
立
盤

｀
＼

‘

i`

れ
ば
、
計
界
訪
果
と
実
の
畑
薩

（地
盤
H
学
）
は

「
同
じ

f

ヽヽ

’ti-

れ
の
茂
も
検
証
が
可
嬰
。
構
造
な
の
に
、
塩
れ
た
り
、
壊

、
．
＂
＄
碕

を
る
が
、
地
盤
は
い
く
つ
れ
な
か
っ
た
り
だ
。
原
因
に
つ

．ベ

も
の
凹
に
わ
か
れ
、
地
点
に
よ
い
て
、
い
ま
は
何
と
も
雹
い
よ

っ
て
間
成
も
迫
う
。
土
の
粒
の
う
が
な
い
」
と
話
す
。

大
き
さ
も
一
印
で
な
い
。

「
地
郎
が
と
う
揺
れ
る
か
正

mに
は
わ
か
っ
て
い
な
い
j

と、

多
く
の
翌
叫
家
は
認
め
る
。

直
j

で
は
、
埋
め
一

立
て
地
に
も
大
き
な
被
害
が
出

た。

そ

科
学
の

H
地
中
に
届
か
ず

nrの
即
伍
と
比
政
で
き
。
．

地

下

鉄

の

苔

器

は

「

東

地

下

の

地

小

バ

波

は

、

知

ら

れ

て
い
た
波
と
ま
っ
た
＜
迎
、

京
地
下
鉄
き
が
一
九
二
五

年

、

関

東

大

団

の

善

を

教

奇

妙

な

形

を

し

て

い

た

。

翌

揺

訓
に
定
の
た
お
が
縫
に
な
神
戸
市
東
躙
区
の
浬
の
立
て
隣
の
L
P
Gタ
ン
ク
は
配
雷
れ
た
「
lltヵ
き
だ
っ
た
。
打
ち
込
ん
だ
西
翌
ル
な
と
で
れ
は
地
啓
吾
＜
ほ
希
船

っ
て
い
る
。
横
揺
れ
が
匪
さ
地
。
液
化
石
油
ガ
ス

(L
P
が
破
濱
じ
、
翌
負
七
万
人
激
し
い
揺
れ
で
爵
が
持
ち
は
、
大
き
な
被
否
醤
告
さ
れ
さ
れ
て
い
た
の
に
、
殴
揺
れ
は

れ

、

盟

店

、

半

貧

朽

G
)
タ
ン
ク
わ
束
要
約
五
に
逗
輝
苔
が
出
さ
れ
た
。
上
が
っ
た
と
こ
ろ
に
、
液
蒋
て
い
な
い
。
逆
に
邪
め
ら
れ
て
い
た
。
「
液

か
考
慮
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
＋

”Mの
鉄

製

の

パ

イ

プ

の

先

足

利

工

稟

大

の

太

田

外

氣

睛

し

た

土

砂

の

庄

力

が

加

わ

り

、

状

化

を

示

す

波

j

と
し
て
分
析

今
回
の
地

g
は
縦
揺
れ
が
大
に
、
瓦
っ
赤
呉
が
と
も
る
。
教
授
（
地
震
工
学
）
は
「
沖
積
壌
れ
た
と
み
ら
れ
る
。

●
確
か
め
ら
れ
ぬ
真
実
が
巡
や
ら
れ
て
い
る
。

き
か
っ
た
。
神
戸
大
の
旭
爵

一
カ
月
余
り
が
，
tcい
ま
も

層
や
嗅
め
立
て
地
な
と
の
軟
弱
神
戸
市
内
の
三
つ
の
石
油
コ
神
戸
市
が
人
工
島

n小
ー
ト
京
都
大
H
学
部
の
夫
田

m孜

の
屈
で
は
、
月
れ
は

m大
洞
え
る
こ
と
は
な
い
。
地
撃
で
は
、
揺
れ
の
目
は

一

ン
ビ
ナ
ー
ト
で
も
、
四
百
十
五
ア
イ
ラ
ン
ド
j

の
地
下
に
迎
ぬ
浸
（
去
哀
バ
学
）
は
い
う
。

醤
七
ガ
ル
。
盟
揺
れ
の
一
110

液
状
化
で
只

tcタ
ン
ク
の
層
つ
か
み
に
く
い
j

と
い
う
。
基
の
石
油
タ
ン
ク
の
う
ち
、
百
し
て
い
た
地
震
計
が
、
今
回
の
云
震
で
地
盤
が
と
う
福
れ

五
ガ
ル
を
上
回
っ
た
。

ガ
ス
を
燃
や
し
続
け
て
い
る
。
神
戸
茂
で
は
二
曰
―
―-＋
九
の
七
基
が
液
状
化
で
ば
い
た
。
地
霙
波
を
と
ら
え
て
い

tco

る
か
、
計
打
は
し
て
い
る
。
だ

醤

名

の
「
鉄
道
施
督
匹
ガ
ス
を
冷
却
し
液
体
に
保
つ
酸
岸
壁
（
バ
ー
ス
）
の
八
割
笠
だ
が
埋
め
立
て
地
の
池
撃
を
地
震
計
は
地
下
十
二
社
向
が
、
そ
れ
が
哀
実
か
、
g”
守

悶
険
災
員
会
」
の
松
本
茄
閲
が
改
E
、
燃
や
店
い
と
爆

が

盟

し

tc．
ほ
と
ん
と
の
岸
信
用
セ
ず
、
地
下
数
十
メ
ー
ト
ニ
ナ
ハ
ぷ
、
同
七
十
九
＂
紀

g
る
す
べ
ば
ぽ
と
ん
と
な
い
j

可

貫

g
「

目

器

を
早
発
の
恐
れ
が
あ
る
と
い
う
。

壁
が
濡
底
の
地
盤
に
直
接
鷹
か
ル
の
固
い
履
ま
で
基
礎
く
い
を
か
れ
、
地
衷
に
四
か
れ
た
地
8

11お
わ
り

、..／'..―l●●ー．．．．．・・・・・・・・

[•‘9‘‘••三！ 兵庫区 ー ー・中央区

； 長田区

［ 長田〖 神戸市営地下鉄：ご
；大

、＼ 舟¥i g - _.,. グ ｝セヽり況， ―--:一宮

一］トンネルffi分

｀ 
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巡
楡
省
は
二
十
八
日
、
阪
神
復
旧
方
法
で
十
分
か
さ
ら
に
検

大
潤
災
で
支
柱
が
押
し
つ
ぶ
さ
酎
し
た
う
え
で
決
め
る
と
し

れ
る
な
と
の
被
田
が
出
た
神
戸
た
。

市
常
地
下
鉄
や
神
戸
寓
速
の
地
運
輸
省
に
よ
る
と
、
新
幹
綜

下
ト
ン
ネ
ル
の
仮
旧
に
つ
い
と
逸
っ
て
ト
ン
ネ
ル
で
は
、
頭

て
、
支
狂
の
両
側
に
株
骨
を
添
上
に
あ
る
土
か
ら
さ
惇
央
き

え
た
う
え
で
、
全
体
を
鉄
板
で
な
荷
軍
を
受
け
た
可
能
性
が
あ

答
い
て
補
強
す
る
方
針
を
決
め
る
こ
と
か
ら
、
鉄
骨
を
添
え
る

た
。
鉄
骨
を
蹄
え
る
分
だ
け
、
こ
と
に
し
た
。
た
だ
し
、
亀
裂

新
幹
線
の
高
架

mの
復
旧
工
法

よ
り
強
化
さ
れ
る
。
た
だ
、
被

宙
の
大
き
か
っ
た
神
戸
底
速
の

大
閉
駅
に
つ
い
て
は
、
同
様
の

が
入
っ
た
だ
け
の
支
柱
は
、

鉄
板
を
巻
く
だ
け
に
と
と
め

る
。
補
菰
す
る
柱
は
、
神
戸
市

営
地
下
鉄
で
二
百
三
十
三
本

を
、
神
戸
高
速
で
五
本
に
な

る。裔
駅
醤
二
十
試
に
わ
た

っ
て
地
上
の
道
路
が
ト
ン
ネ
ル

の
中
に
向
か
っ
て
蹄
没
し
て
い

．．．．．．．
．．．． ー・

・
・
・
・
・
・

1

・
・
・
・
t
•
1

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

発
衷
間
が
出
て
い
た
。

る
た
め
、
ト
ン
ネ
ル
を
地
上
か

ら
掘
り
返
し
て
新
た
に
造
り
直

す
。
掘
り
返
す
だ
け
で
約
三
カ

月
か
か
る
と
い
う
。
地
上
の
道

路
の
復
旧
見
込
み
も
ま
だ
た
っ

て
い
な
い
。

こ
の
ほ
か
、
阪
急
咄
鉄
の
西

宮
北
ロ
ー
夙
川
間
の
倒
蕊
し

た
高
架
憫
は
、
復
旧
期
間
を

早
め
る
た
め
に
、
注
の
中
に

鉄
骨
を
入
れ
た
ろ
え
で
全
体

酔
譴
鰐
全
体
も
鉄
板
で
巻
く

を
鉄
板
で
窃
い
て
似
旧
す
る
。

倒
睾
し
た
一
ー
一
宮
駅
は
、
こ
れ

ま
で
一
部
六
昭
建
て
だ
っ
た

の
を
、
二
階
建
て
に
建
て
直

す。

'
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全 E1奈四 平成7年3月1日（水） 朝刊

神
戸
高
速
と
地
下
鉄

工
事
計
画
を
承
認

運

輸

省

道
輪
省
は
二
十
八
日
、
阪
神

大
瞑
災
で
支
柱
な
ど
が
破
壊
、

綱
傷
し
た
地
下
鉄
神
戸
高
速
鉄

道
、
神
戸
巾
営
地
下
鉄
に
つ
い

て
神
戸
高
越
鉄
道
、
同
市
交
通

漿
問
山
し
た
仮
復
旧
エ
市
の

施
工
＂
圃
を
承
認
し
た
。

神
戸
高
速
鉄
迫
で
仮
復
旧
エ

嬰
行
う
の
は
特
醤
Ill駅
五

木
‘
=
＿
一
宮
ー
花
陳
駅
mJの
輝
架

田
の
支
柱
二
木
の
＂
七
＊
。

神
戸
巾
営
辿
下
鉄
に
新
設
す

屈
七
本
伍
＂
鉄
節
用
を
二

倍
に
増
や
し
、
阿
わ
き
に
鋼
柱

を
立
て
た
う
え
で
＾
床
を
鋼
板

~
v
な
ど
のi
iiつ
の
ェ
法
を

川
い
る
。

Eヨ本饂済新日 平成7年3月1日（水） 朝刊

置
の
三
事
懇
言
g

―
干
八
日
、
柱
み
、
上
嬰
3
道
酪
も
一
座
軍
懇
箪
-

ゃ
眉
な
と
ー
を
ま
と
め
旧
喜
、
八

aJ歪
笈
ド
に
諮
心

地
下
鉄
の
柱

従
来
よ
り
太
く
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
胃
玉
ほ
覇
を
胃
さ
せ
る
。
懃
見
あ
上
に

「
神
戸
市
掌
」
な
ど
復
旧
計
薗
省
ぷ
予
承
し
て
お
り
、
今
紐
、
三
練
道
路
を
通
す
二
次
計
偲
つ
い
て

阪

神

ょ

i醤
市
で
の
復
旧
工
事
に
拍
車
が
か
か
る
こ
鉄
道
施
殿
配
震
釈
造
横
酎
委
員
会
の

営
鉄
、
神
戸
高
速
鉄
道
、
阪
急
と
に
な
る
。
検
酎
結
果
を
待
っ
て
決
め
る
。

-
9磨
信
箆

下
鉄
の
三
塞
烹
を
で
完
全
に
墜
g

し
た
柱
は
十
七
本
。
こ
れ
ら
は
甫
鉄

筋
を
倍
増
し
慣
に
添
え
た
H
形
鋼
こ

と
帽
屡
弯
4
た
腐
来
よ
り
か
な

り
柱
が
太
く
な
る
。

天
井
に
当
た
る
道
路
が
陥
没
し
た

神
戸
高
速
鉄
道
の
大
閲
釈
は
、
ま
ず

作
業
ス
ペ
ー
ス
躙
媒
の
た
め
に
周
四

に
面
紺
を
作
り
、
留
め
金
で
こ

れ
を
堕
疋
．
差
で
土
砂
や
ょ
k

板
り
除
く
。
仮
支
柱
を
打
ち
込
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読売奈斤OO 平成 7年 3月2日 （木） 朝刊

＂

「
他
山
に
は
安
全
勺
J
g
5

わ
れ
て
き
た
地
下
鉄
ば
、
阪

．

一
神
大
甜
災
で
世
界
で
も
切
め
て
と
い
う
ほ
ど
の
大
き
な
肢

＂
山
を
受
け
、
こ
れ
ま
で
無
か
っ
た
地
下
鉄
独
自
の
釦
甜
址

.
ilUを
股
生
す
る
必
迎
性
が
浮
か
ぴ
上
が
っ
て
き
た
。

解
説
部

n岡

池
臨
に
弾
い
は
ず
だ
っ
に
地

下
鉄
は
、
も
と
も
と
謀
災
時
に

は
渋
滞
し
や
す
い
道
路
に
代
わ

る
市
民
の
有
力
な
移
動
手
段
と

し
て
皿
侍
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

が
今
向
は
、
神
戸
高
速
鉄
道
の

大
皿
駅
が
崩
披
し
、
市
常
地
下

鉄
も
駅
や
ト
ン
ネ
ル
区
皿
の
天

井
を
支
え
る
小
柱
の
旧
侃
と
い

う
大
き
な
披
也
を
受
け
た
。

そ
の
原
因
閲
査
は
閲
在
も
辿

行
中
で
、
ま
だ
袂
定
的
な
見
解

は
出
て
い
な
い
が
、
地
上
の
鉄

適
と
は
以
な
る
坤
下
鉄
特
有
の

阻
の
外
側
の
地
郎
に
縦
深
く
“
ぅ
し
た
見
方
を
山
付
け
る
嬰
索
が
起
き
、
そ
れ
が
地
下
鉄
＂
有

裂
が
入
っ
て
い
る
点
に
臼
口
。
の
一
っ
と
い
え
よ
う
。
の
構
追
に
由
来
し
て
い
た
司

こ
の
“
裂
の
た
め
、

田

状

の

地

下
鉄
ぱ
、
一
九
八
五
年
の
能
性
が
あ
る
以
上
、
地
下
鉄
独

駅
が
地
甜
か
ら
雄
れ
て
迎
立
し
メ
キ
シ
コ
地
謀
の
際
、
軟
郊
地
自
の
酎
媒
批
池
船
定
を
検
lN

た
状
態
に
な
り
、

J
晦
の
際
に
曲
閥
所
で
側
監
の
地
下
と
地
上
す
る
必
要
が
出
て
き
た
と
い

地
甜
と
一
緒
で
な
く
ヽ
只
な
っ
た
の
組
ぎ
自
部
分
が
ず
れ
る
な
ど
え
る
。

揺
れ
方
を
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
旧
閣
が
発
生
し
た
が
、
そ
れ
全
国
の
地
下
鉄
は
合
計
約
五

憫
造
が
損
壊
の
匝
囚
に
な
っ
た
と
の
見
方
を
打
ち
出
し
た
。
以
外
で
自
立
っ
た

m大
披
宙
は
百
＝
―
-十
記
に
及
ぶ
が
、
神
戸
市

可
能
性
が
浮
上
し
つ
つ
あ
る
。
地
下
鉄
な
ど
の
地
下
構
造
物
起
き
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
内
の
約
士
――
記
以
外
の
地
下
鉄

土
木
学
会
の
地
下
椙
珀
物
調

が
地
殴
に
心
配
な
い
と
言
わ
れ
ら
、
日
本
で
も
「
地
下
鉄
は
他
限
設
線
も
、
特
に
直
下
型
地
諜

査
団
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
閲
地

て

き
た
の
は
「
地
郎
と

一
緒
に
上
の
鉄
道
よ
り
地
謀
被
宙
を
受
の
発
生
が
予
想
さ
れ
て
い
る
東

調
査
を
印
ね
た
訴

m政
則
・
早
祖
動
す
る
か
ら
」
と
い
う
即
由
け
に
く
い
」
と
い
う
従
来
の
定

京
な
ど
で
酎
磁
点
検
の
実
施
が

大
敦
授
は
「
ま
だ
状
枇
証
挺
の
か
ら
だ
っ
た
が
、
大
皿
駅
は
地

説
が
生
き
続
け
、
地
下
鉄
独
自
不
司
欠
と
な
る
。
全
国
共
通
の

殴
陣
」
と
し
な
が
ら
姜
大
皿
甜
か
ら
ず
れ
て
皿
れ
た
。
こ
の
の
・
謀
謳
瑯
は
こ
れ
ま
で
股
定

地
下
鉄
酎
狙
幽
咽
が
設
定
さ
れ

駅
の
ト
ン
ネ
ル
を
挟
む
両
方
の
た
め
、
地
盤
と

一
緒
に
棉
れ
る
さ
れ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
れ
ば
、
そ
う
し
た
点
検

・
皿
強

や
新
股
工
甲
の
コ
ス
ト
血
加
を

特

11の
構

造

に

よ

る

損

壊

招

く
場
合
屈
て
く
る
。

そ
ん
な
出
情
も
あ
っ
て
か
、

教
訓
広
く
：
し
て

且
＂
＂

り
深
く
な
い
の
で
、
地
謀
動
の

生
カ

こ
と
を
前
雌
に
建
股
し
た
駅
の
渾
輯
雀
が
八
七
年
に
鉄
遥
一
カ
が
地
下
鉄
に
伝
わ
り
や
す
い

酎
謀
力
を
上
回
る
力
が
、
駅
の
般
を
対
象
に
定
め
た
親
行
の
酎
が
、
東
京
は
深
い
」
い
（
匹
扁
団
坤

闊
や
柱
に
か
か
り
崩
製
し
震
那
準
細
目
の
告
示
で
も
、
馳
下
鉄
）
と
い
っ
た
“
神
戸
特
殊

た
ー

と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
下
鉄
に
も
適
用
さ
れ
る
ト
ン
ネ
騎
“
ゃ
、
中
心
的
な
学
者
の
間

大
間
駅
の
両
側
間
地
盤
に
亀

ル
の
規
定
で
は
、
地
表
而
や
土
で
「
崩
岐
し
た
駅
は
一
か
所
だ

駅
影

問

澗
大
曰
裂
が
入
っ
た
匝
因
に
つ
い
て
、
か
ぶ
り
の
問

m、
土
庄
な
ど
の
け
。
旧
偏
を
受
け
な
か
っ
た
条

の

2
浜
田
敦
授
は
「
地
表
か
ら
駅
上

影

醤
を
考
慮
す
る
よ
う
、
と
の
件
を
明
確
に
す
る
方
が
出
四
」

部
ま
で
の
土
か
ぶ
り
が
比
較
的
抽
象
的
な
注
意
事
項
を
列
挙
す
と
い
う
声
が
山
て
い
る
。

道

月
鉄
先
速

l
l

浅
か
っ
た
（
四
・
八
”m)
こ
と
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
だ
が
、
今
回
の
隕
聞
が
人
命

高

5
が
影
認
し
た
可
能
性
が
あ
る
」
こ
の
た
め
、
地
下
鉄
の
酎
謀
に
か
か
わ
り
か
ね
な
い
も
の
だ

叩
と
掴
摘
す
る
。
設
計
の
仕
方
は
事
実
上
、
個
々
っ
た
点
を
考
え
れ
ぱ
、
神
戸
の

戸

今
回
の
両
坤
下
鉄
の
旧
傷
個
の
更
業
者
に
任
さ
れ
て
お
り
、
数
訓
は
で
き
る
だ
け
広
く
く
み

神
兵
た
市
し
一戸

所
が
、
深
い
地
中
を
掘
り
辿
む
神
戸
高
速
鉄
道
や
神
戸
市
も

取
る
姿
勢
で
損
傷
原
因
を
明
ら

シ
ー
ル
ド
エ
怯
区
問
で
な
く
、
「
建
造
当
時
は
地
饂
を
意
靡
は
か
に
し
、
地
下
鉄
固
有
の
問
題

壊
神

地
面
を
比
較
的
浅
く
皿
り
返
し
し
て
い
な
か
っ
た
」
「
酎
馘
哲
点
が
明
確
に
な
れ
ば
、
そ
の
敦

崩

（

て
駅
や
ト
ン
ネ
ル
の
建
迫
後
に
学
は
な
か
っ
た

Ajし
て
い
る
。
訓
を
生
か
す
基
準
新
設
に
前
向

土
砂
を
狸
め
戻
す
問
削
工
法
区

し
か
し
、
阪
神
大
震
災
で
は
き
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
ろ

問
に
集
中
し
て
い
る
点
は
、
こ
釈
崩
壊
と
い
う
致
命
的
な
損
傷
う
。

憲
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震
災
で
構
造
見
直
し

阪
神
大
懇
で
、
神
戸
嘉
器
笛
汎
（
神
戸
市
兵
IU区
）
、
高
速
長

m
（
良
山
区
）
両
駅
で
起
愕
佃
下
鉄
駅
合
の
破
閂
f
駅
合
上
に
載
っ
た
土
閏

が
ml分
讚

の

敲

烈
5

引
さ

aこ
K‘
句
陣
性
の
高
い
こ
A
花
ハ
曰
、
通
切
な
が
函
べ
で
わ
か
っ
な
る
等
程
に
か
か
る

m閏
が
均

一
で
な
い
た

め
、
想
足
を
紹
え
る
激
鵡
品
定
の
支
狂
に
力
だ
棗
し
た
も
い
。

IHIti破
m
r
x、
上
又
い
お
ば
皿
強
ヤ
鬱
は
で
は
不
十
分
で
、
麿
自
の
兄

mし
が
必
隈
と

乱

。
大
皿
駅
で
は
世
界
で
も
例
の
な
い
埠
下
鉄
駅
の
全
皿
的
な
紐
て
闊
え
を
行
う
こ
と
に
し
た
。

(7
、
9
、
10、
"
面
に
震
災
閲
遍
記
事
）

得
で
に
迅
て
田
すこ

A
を

8

特
定
支
柱
に
破
壊
力
集
中

＂
「阪
i

日

し

、

か

ぶ

っ

て

い

る

示

絲

去

、

6

裔

罹

欝

屈

を

も

唸

息

鰤

に

玄

だ

形

る

か

り

、

．糧

5低
わ
っ
た
た
長
田
駅
届

潰

だ

茎
5
に
鉄
悶
の
歴
体
の
順
で
猛
品

月
占
＇
線
笠
↑
ム
が
醤
に
分
れ
る

「

鍍

嬢

」

役

磁

を

め

呵

璽

の

多

い

支

往

が

礫

れ

膏

ー

ジ

令

霞

度

1
盃
ラ
ス
の
馳
霞

4
離
し
る
繭
さ
れ
、
並
捏
る

一ホ

K怪
が
多
か
っ

r
b
強

r
y
あ
見
方
が
習
っ
て
い
採
用
と
胃
坦
せ
ゑ
、
大
に
酎
え
る
酎
霞
設
＂
に
つ
い

年

―-＊

の

甕

簡

に

角

形

慇

習

い

裔

動

る

造

物

面

に

ず

否

問

g
Kほ
団
で
阿
閉
て
、

翌
悶
ど
屈
字
る
」
と

7
ン
ク
リ

L
"製
茎
（
寓
空
ハ
ら
茨
と
玄
盆
℃
い
召
か
か
神
戸
遷
痙
岱
ぞ
は
高
速
且
ア
莉
断
、
八
月
末
の
芸
白
に
て
い
否

成

以
）
庶
四
土
盆
べ
に
追

平
に
な
っ
て
い
否

ー

農

辺

検
訳
委
員
会
な
ど
の
躙
査
に
よ

四

ぎ
、
大
翡
§
屡

慕
級
攘
し
た
が
、
完
全
に
座

mし
て
鉄
筋
が
外
に
膨
ら
夕
3

す
大
き
な
披
書
か
ら
ひ
び
が
追

薪

っ
た
糧
度
の
＂
度
な
被
”
ま

で、

In傷
の
度
も
い
は
横
々
。

完

ホ
ー
ム
中
央
郎
で
特
に
被
害
が

大
き
く
、
そ
の
付
近
で
は
高
さ

碑

匹
以
分
の
士
を
か
ぶ
る
綱
造

だ
っ
た
。
一
F
ぺ
士
T
'ム
両
磁

の
計
約
＋
本
の
支
庄
は
破
宙

が
慧
で
、
こ
の
上
に
は
改
札

口
が
設

mさ
れ
て
空
間
が
多

く
、
土
は
一
”
店
ほ
ど
だ
け
だ
っ

高
速
良
IJI駅
で
は
ホ
ー
ム

m

躙
の
支
rEだ
け
に
披
3111兄

生
こ
あ
郎
分
も
士
が
約
ー
―-”ぃ

も
あ
り
、
他
や
~
多
か
っ
た
．．
 

n愕
状
況
は
山
四
新
軒

mの

高
架
ぼ
庇
な
と
と
阿
じ
で
、
糾

夕刊

神戸高速大開駅
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力

る

螂
の
か

m直

大
倍
か
し

辺

3
に
見

高
の
柱
研

戸
辺
央
震地

周

中

神阪
神
大
震
災
で
大
き
な
被
害

を
受
け
た
地
下
の
神
戸
高
速
鉄

癸
開
駅
（
神
戸
市
兵
庫
区
）

は
、
ト
ン
ネ
ル
断
面
の
四
隅
が

長
方
形
が
変
形
し
な
い
よ
う
に

な
っ
て
い
た
た
め
、
中
央
の
柱

に
大
き
な
力
が
か
か
リ
破
壊
さ

れ
た
可
能
性
が
強
い
こ
と
が
十

二
日
ま
で
に
、
東
京
大
地
震
研

僻
の
東
原
紘
道
教
授
（
地
震

工
学
）
ら
の
調
査
で
分
か
っ
た
。

大
開
駅
で
は
、
地
下
一
、
ニ

階
で
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
柱

が
砕
け
、
鉄
筋
が
は
み
出
し
て

い
た
。
東
匝
敦
授
に
よ
る
と
、

柱
が
ト
ン
ネ
ル
の
両
燐
に
当
た

る
ホ
ー
ム
上
と
ト
ン
ネ
ル
中
央

に
あ
っ
た
。
両
端
の
柱
は
長
方

形
の
断
面
を
維
持
す
る
よ
う
接

合
部
が
強
く
な
っ
て
お
リ
、
地

震
の
揺
れ
で
真
ん
中
の
支
柱
に

は
周
囲
の
約
三
倍
の
力
が
か
か

っ
た
ら
し
く
「
設
引
を
見
直
す

必
狭
が
あ
る
」
と
し
て
い
る
。

ま
在
松
井
保
・
大
阪
大
襄

（
土
質
基
磯
工
法
）
は
、
ほ
と

ん
ど
無
傷
だ
っ
た
神
戸
・
一
一
一
宮

の
地
王
由
に
つ
い
て
報
告
。
「
次

々
と
増
設
を
し
た
た
め
、
以
前

の
鰈
が
そ
の
ま
ま
残
っ
て
耐
震

力
が
あ
●
た
ほ
か
、
鋼
鉄
製
の

柱
を
使
い
、
中
に
コ
ン
ク
リ
ー

ト
で
詰
め
て
い
た
こ
と
な
ど
が

頭
か
っ
た
理
由
だ
る
っ
・
と
の

見
方
を
示
し
た
。
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神
戸
高
速
な
ど
地
下
駅
崩
壊

地
盤
ゆ
が
み
原
因

阪
神
大
震
災
に
よ
る
神
戸
高

速
鉄
道
大
開
駅
（
神
戸
市
）
な

ど
の
地
下
鉄
損
壊
で
、
逼
餘
省

鉄
道
施
設
酎
震
檎
造
検
酎
委
員

会
（
松
本
嘉
司
委
員
長
）
は
二

十
七
日
、
地
下
ト
ン
ネ
ル
の
崩

壊
は
激
し
い
横
揺
れ
に
伴
う
地

盤
の
ゆ
が
み
が
原
因
と
す
る
中

間
報
告
を
発
表
し
た
。
同
鉄
道

を
含
め
て
大
半
の
地
下
鉄
は

地
盤
の
ゆ
が
み
を
設
計
に
取

り
入
れ
て
お
ら
ず
、
同
省
は

地
下
ト
ン
ネ
ル
に
関
す
る
新

た
な
酎
霞
設
計
手
法
を
策
定
、

同
駅
の
隕
旧
エ
巾
に

mし、

こ
の
手
法
を
用
い
る
よ

2
m荘

す
る
。
内
容
は
、

e地
暉
で
受
け
る

揺
れ
の
力
を
ト
ン
ネ
ル
の
部
位

f
J
と
に
雰
出
し
て
酎
震
性
を
強

め
る
「
応
笞
変
位
法
」
で
股
川

す
る
②
部
材
の
弧
ぽ
は
、
従
来

よ

海

さ

が

高

ま

る

「

限

界
状
態
設
iH法
」
に
よ
っ
て
決

め
る
③
捐
印
方
向
の
地
四
カ
に

関
す
る
耐
謀
性
も
考
旧
す
る
、

な
ど
と
し
て
い
る
リ

ま
た
同
心
hi
は
、
阪
盆
屯
鉄
が

西
宮
北
ロ
ー
夙
川
皿
で
肌
詔
し

た
高
架m
(
-
•六
砂
区
皿
）

を
作
り
堅
す
の
に
当
た
り
、
今

回
観
測
さ
れ
た
旧
大
の
地
眼
動

に
も
酎
え
ら
れ
る
よ
う
、
設
計

内
容
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
解
析

で
詳
細
に
分
析
、
検
討
す
ろ
よ

う
求
め
る
こ
と
を
決
め
た
。

運翰省
検討委

屯月日薪血 平成7年 4月28日 （金） 夕刊

谷
上
駅
の
濃
韓
環
和
へ

電
車
増
結
し

輸
送
カ
ア
ッ
プ

神
鉄
、
き
ょ
う
か
ら

神
戸
電
鉄
は
二
十
七
日
、
朝

ラ
ッ
シ
ュ
時
の
谷
上
駅
の
混
雑

緩
和
の
た
め
①
二
十
八
日
か
ら

朝
ラ
ッ
シ
ュ
時
に
鈴
蘭
台
発
有

馬
濫
泉
行
き
の
電
車
を
す
べ
て

四
岡
綱
成
に
し
輸
送
力
増
弦
②

五
月
一
日
か
ら
神
鉄
と
北
神
急

行
電
鉄
と
神
戸
市
営
地
下
鉄
の

三
社
連
絡
定
期
を
粟
生
線
各
駅

品
売
。
駅
改
札
口
よ
り
も
広

い
連
絡
改
札
口
が
利
用
で
き
る

よ
う
に
す
る
、
と
発
表
し
た
。

地
下
駅
は
中
柱

の
破
壊
で
崩
壊

鉄
道
酎
震
検
委
が
詰
論

阪
神
大
震
災
に
よ
る
鉄
道
被

害
の
原
因
や
対
策
を
調
べ
て
い

る
運
輸
省
の
鉄
道
施
設
酎
震
構

造
検
酎
貫
会
（
委
員
長
・
松

本
嘉
司
東
京
理
科
大
教
授
）
は

二
十
七
日
午
後
、
地
下
鉄
の
披

害
の
解
析
を
行
う
と
と
も
に
、

再
建
す
る
地
下
鉄
や
高
架
讚
の

設
計
方
針
を
取
リ
ま
と
め
た
。

検
討
委
は
釈
が
崩
壌
し
た
神

戸
高
速
鉄
道
の
大
開
駅
な
ど
の

地
下
鉄
被
害
に
つ
い
て
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
解
析
の
結
果
か
ら

「
激
し
い
横
揺
れ
に
よ
リ
ト
ン

ネ
ル
中
央
の
中
柱
が
せ
ん
断
破

壊
さ
れ
、
上
部
構
造
物
が
崩
れ

落
ち
た
」
と
推
定
し
て
い
る
。

大
開
駅
の
復
18
工
事
は
現

在
、
土
砂
の
取
り
除
き
が
終
わ

り
、
こ
れ
か
ら
駅
舎
の
除
去
を

始
め
る
。
新
駅
舎
の
設
計
は
今

回
程
度
の
地
震
に
十
分
耐
え
る

こ
と
を
自
漂
と
す
る
。
具
体
的

に
は
神
戸
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド

の
地
下
八
十
店
で
観
測
さ
れ
た

基
盤
部
分
で
の
最
大
地
震
動

（
水
平
方
向
六
七
九
ガ
ル
、
垂

直
方
向
一
八
七
ガ
ル
）
を
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
に
入
力
、
地
盤
の

揺
れ
に
よ
っ
て
起
こ
る
構
造
物

の
変
形
と
受
け
る
力
を
測
定

し
、
そ
れ
に
酎
え
る
よ
う
求
め

て
い
る
。

高
架
柵
を
再
違
し
て
い
る
阪

急
・
神
戸
線
の
西
宮
北
ロ
ー
夙

川
間
（
一
•
六
＊
口
）
に
つ
い
て

も
、
新
た
に
造
る
高
架
碍
の
変

形
性
能
を
地
表
や
基
槃
で
得
ら

れ
た
最
大
坤
震
動
を
基
に
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
検
証
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。
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謳
6
這
h
3

●
調
査
穀
告
に
も
揺
れ
●

地
匹
の
破
洟
力
は
こ
れ
ま
で
、
ほ

脩

切

れ

（水
平
動
）
だ
け
で
巧
え

ら
れ
て
き
た
。
出
湘
れ
の
影
岬

"1̂

場所ごとの検証はまだ

さ
。

―
-1
1ぶ
1
1、
J
U

.

l
e
i
認
を
れ
を
山

g
.
m~"
ぇ-
F、
I
Jし
た
J
L
i肝’
J名
依
柿
＂t
"~焚
い
、r」
・
・
ハ
た
ば
怠

Jう
な
の
名
な「-
9

各
汗
祖
＂
伐
閾
闊

m
悶

＾
＂、
研
ば
れ
だ
り
、3m、

g
"
＇
ぶ
~
G
‘廿

"
z
”o
.
.

i
.G
(G
は
大

成
n
両
倍
Jの
1
1
1
竺
紅

、

盟
委
＂
全
の

111も
篇

呑

伐

脚

岱

IJ
ば
．．．
 

I
I
I闊
え

た
．．
 し

f
I
J引
辿
度）^

•

一門
仰
れ
に
よ
る
上
虎
せ
も
あ
る

は
、
会
せ
、
開
血
れ
を
か
な
り
匁
か
し
、
こ
の

m即
の
IIlへ
り
は
陪
か
ら
凹
姉
れ
で
は
り
114千
，．
，‘
til佃れ

が、

M
ば
れ
た
り
で
も
巾
問

mの
几

に
し
た
充
円
を
し

た

。

押

さ

い

る
IJ
で
ば
れ
、
開

柑

醤

き

mに
入
力
す
る
と

"ILぎ
の

が
灰
れ
る
り
が
t
じ
る
」
芍
た。

そ
れ
が
、
1

召
＂
北
の
巾
叫

lh内
で

ば
に
ほ
と
人
と
知
押
し

な

か

足

。

引
f

加
り

h
が
出
た
，
紐
E
の
り
巾
こ
う
し
た
破
点
は
、
代
か
卜
か
ら

竺

破
既
は
、
↓
下
地
祖
力
の
髯
＂

・

-ぶ
竹
，
．，の圧
船
力
が
あ
る
の
で
、

押

し
つ
ぷ
さ
れ
て
い
る
の
で
、
は
じ

氾
し
引
き
引
っ
恨
片
猜
衣
認

~
俎
一

縦
仰
れの
影沢
で
はj
と
い

●
破
断
へ
の
＂と

ど

や

●

よ

り

も

水

篇

団
の
異

が

謀

rrJ扁

屡

J

れ
る
J

に
戻
っ
た。

一
Ji、
兵
Ml叫
”
困
市
の
2

閲
＂
仕
千

k
印，
ン
に
な
g
．
こ
れ
は
、

fll吟
わ

れ
た
．
が
、
東
ー
の
秋
山
心
ム
教
反

盃
見
で
は

．

は
り
が
住
か
ら
き
かった
と
す
れ
ば
、巧
え
を
変
え
委
t
l会
では
、
地~級
の
「
団
罪
屯
肛
百
岱
訴
シ
ー
サ
イ
ド
タ
ウ
上
．
庄
が
破
叩
す
る

J
Jに
匹
即
す
（酎
四
間辿
）
は
｛
多
くはn
m
に

占
没
ポ
ン
と
抜
け
た
。
飲
け
の
肛
る
必
緊
か
む

9
こ
と
に
な
る
。
れ
だ
け
j
と
祠
間
れ
と
縦
間
れ
の
、
ノjで
は
、
一
辺
四十
双
セ
ン
チ`
―

Q
•こ
の
記
出
から
、
縦
揺
れの
影
よ
る
破
墳で
は
な
い
かJ
と
い
う
。

が
、
庄
船
ル
で
巾
ほ
と
で
プ
ク
ン
と
「
犯
匝
ガ
向
の
研
れ
が
破
＂ん

E
＾

円

ど

を
、
鉄
辺
の
咋
四
努

支

え

序
さ
Jt
"'oJ中
空
鉄
竹
柱
が
ち
ぎ
れ

＂は

I

二
冽
だ
け
」
と
も
い
え
る
「
水
＞
動
で
柱
が
破
但
し
た
り
｀

庇

れ

名

器

大

蘭

で
は
、
＂
門
き
く
し
た
こ
と
が
分
か

っ
た．

耐

匹

る

m脚
の
届

it入
力
し
て
研
れ
を
た

（破
斯
）
。
縦
間
れ
は
、

こ
う
し
が
．
「
こ
の
上
茉
せ
が
と
と
め
を
さ
訊
に
ず
れ
た
り
し
て
、

上
の
町
の
Jn

れ
も
陀
く
破
限
が
い
く
つ
も
心
き
品
吼
を
E
卜

期

に

改

め

る

必

双

が

あ

郎

祈

し

た

。

た

引

っ
恨
り
力
に
よ
る
仙
の
破
即
に
し
た
j

と
も
い
え
る

。

さ

に

耐

え

ら

れ

な
く
な
れ
ば

一
邸
に

切
れ
る
。
そ
れ
ま
で
受
て
い
た

m

●
「慣
揺
れ
主
犯
」
主
流
●

た
。
と
く
に
、
地
下
鉄

蘭

因

な

見

扁

訊

翡

で

は

、

自

祁

屈

的

に

彩

評

す

る

。

破

恨

位

で

も

初

め

て

を

た

。

に

よ

2
J、
圧
船
し
た
り
、
引
っ
張

竹

巾
土
祁
店
は
、

m恥
訳

で

起

き

力

の

エ

ネ

ル
ギ
ー
が
巾
糾
き
れ
、

m

況
例
の
破
欣
は
、
か
つ
て
な
く
大

っ
た
り
す
る
力

(fih
ル
）
が

mえ
た
と
収
え
る
地
匹
波
を

wJlLし
、
餌

ビ

ル

の

小

皿

mゃ
一
閉
が
つ
ぷ
れ

後
は
す
さ
ま
じ
い
出
れ
IJを
す
る
。

き
い
翡
れ

全

下

）
の
地

匹

動

あ

と

で

見

る

と
、
上
下
勁
に
よ
る
も

と

の

盟
が
う
か
が
わ
れ
｀

｛縦
揺

の
と
＂
況
を

3
こ
し
や
す
い
j

れ
j

は
キ
ー
ワ

r
ド
に
な
っ
た
。

コ

ン

ク

リ

ー
ト
は
、
収
れ
た
後
で

は

「と
ん
な
力
で
ぱ
れ
た
か
j

を
知

る
の
は
難
し
い
と
い
ら
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
今
の
と
こ

ろ、

破
脳
に
は

盃訊
揺
れ
が
主
犯
j

で
紹
ち
頂
い
て
い
る
。

m大
疫
の
横

E
れ
の
破
製
力
の
広
で
、
縦
閲
れ
の

怖
さ
が
か
す
ん
で
い
る
。

し
か
し
、
や
は
り
縦
揺
れ
が
主
因

と
覺
る
破
点
は
多
い
。

東
腐
罰
彦
教
g
(filg

工
学
）

は

「珈
榊
し
に
な
っ
か
8
阪
神

加
速
道
路
は
、

大
き
く
波
打
っ
た
と

い
う
巡
転
手
の
証
百
が
あ
る
．
強
い

縦

れ

に

mが
上
下
方
向
に
共
似
し

た
と
考
え
ら
れ
る
。
網
珀
物
に
ひ
び

が
入
る
と
、
ゆ
っ
く
り
し
た
加
れ
に

共
訳
や
す
く
な
る
。
縦
郡
れ
に
共

阪
し
て
慎
れ
た
例
は
多
い
は
す
」
と

い
う
。
し
か
し
、
少
伽
苓
心
見
だ
。

縦
れ
は
、

f
札
G
8
」
と
し
て
ど

の
程
ぼ
の
役
四
を
果
た
し
た
の
か

は
、
地

g波
の
住
質
、
構
辺
物
の
郎

知
に
よ
っ
て
異
な
る
。
そ
し
て
、

地

震
設
も
箇
こ
と
に
追
ぅ
．

こ
れ
ま
で
の
"
”
は
、
ほ
と
ん
と

神
FI渾
汗
似
魯
で
の
地

g波
を
使

っ
た
も
の
だ
。
こ
れ
は
横
郡
れ
の
Jji

辿
度
が
縦
揺
れ
の
ニ
・
五
的

念

か
ら
、
横
揺
れ
の
影
冗
腐
然
、
弧

く
な
る
。
縦
月
の
検
証
は
克
不

十
分
だ
。

（竹
内
敲
二
〉

●
裔
か
ら
は
、
簡
あ
浪
乱
の

巾
で
医

mシ
ス
テ
ム
が
ど
う
慟
い
た

か
を
取
り
占
り
ま
す
。

地震と地震動の強さ （皿収竹の匹災対災委n会による）
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往
が
お
し
つ
ぷ
さ
れ
、
天
井
が
下
が
る
神
戸
高
速
鉄

道
の
大
閲
駅
。
主
に
償
慣
れ
で
往
が

tn償
し
た
あ

と
、
天
弁
の
重
み
で
つ
ぷ
れ
た
の
で
は
、
と
い
わ
れ

る
1
1
1月
U
日
、
神
戸
市
兵
庫
ぼ
で

4-4-25 



神戸薪醐 平成 7年 5月3日 （水） 朝刊

そ
の
問
間
、
北
神
急
行
の
谷

上
駅
と
新
神
戸
駅
間
で
、
二
本

の
電
車
が
緊
急
停
車
し
た
。
新

神
戸
駅
の
手
前
一
共
に
い
た
電

車
は
下
リ
坂
を
利
用
し
、
時
速

五
＊
。
以
下
で
駅
に
た
ど
リ
誓
い

た
。
問
題
は
七
キ
D

余
リ
の
ト
ン

ネ
ル
の
ほ
ぼ
中
間
に
い
た
、
も

う
一
方
の
電
車
だ
っ
た
。

午
前
六
時
十
五
分
。
宿
直
勤

務
で
谷
上
駅
に
い
た
運
粕
課
の

安
田
正
記
主
任
合
を
竺

一人

が
、
歩
い
て
現
場
に
向
か
っ
た
。

隈
中
電
灯
で
照
ら
す
と
、
外
靡

が
少
し
は
が
れ
落
ち
て
い
た
。

非
常
用
の
バ
ッ
テ
リ
ー
で
、

ト
ン
ネ
ル
内
の
照
明
が
つ
く
の

は
、
約
一
時
間
し
か
な
い
。
歩

き
辿
む
に
つ
れ
、
周
四
は
徐
々

に
暗
く
な
る
。
出
発
か
ら
四
十

分
後
、
現
場
に
智
い
た
。

「
地
上
は
大
変
な
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
電

mは
動
か
せ

ま
せ
ん
J

匁
討
．

十
一
人
の
罪
客
が
集
ま
っ
て

．
{

い
た
谷
上
寄
リ
の
先
頭
車
岡

g
f
;

に
、
安
田
さ
ん
の
声
が
籾
い
た
。

迎
転
台
の
非
常
ば
し
ご
か
ら

痢
客
を
降
ろ
し
た
。
安
田
さ
ん

は
限
後
厖
、
も
う
一
人
が
染
客

の
ス
キ
ー
パ
ッ
グ
を
抱
え
、
列

の
先
頼
に
立
つ
。
運
転
士
を
車

内
に
残
し
、
乗
客
た
ち
は
壁
ぎ

わ
の
通
路
を
歩
き
始
め
た
。
谷

上
駅
ま
で
は
上
リ
坂
。
無

n°

国
固
断
た
れ
た
生
命
線
③

道 ち近卜非だ開脱 よが転うい
駅大るづン常つ駅線一-

自なこ-,

移開音くネ灯 r-の°阿ハと発 t旨でま -,の← ！き1:5畝戸
こ駅没電 へいな薄
をし甲 LI.J 弓1た七行暗

係駅が（こルのてホ車のの
生令すす大前衝-ノ本ご‘たは陽 き安時進い

の｛こ聞つ つ乗
-l巨しに← o ll月が撃道ク忠つ閻神 ‘m 返田五がト

いこれ負ぃ客ムのち
l岡っ示た連と脱駅真ををし貝ijた 一 戸天鉄 しぺ＋続ン

戎ナーえ‘導たはま愚‘
が°絡‘線皐つ受走た i!I!° 髪高井の◇たグv分いネ

野神始水し薄約で後 niJ返塁茎醤ゼも開昇そ息転 で速開呈 ｛゚屯，、゚ た）レ
徹戸 っ
宜直
めの f 暗 三 （ま犀の を°神い仔なてい車士

通鉄 J 呂,.- °内

た流℃い十百か 二 互日-,戸る車つ停るで宝
過道大け 再全 ！ミ

さ速゜れ駅地人六ら阿ナ 地のもした冗よ ‘9 た
しのきき ぴ駅

ん鉄 落に下゜/i.1大が℃せ哀 i!I!よて°でつでは と盃盃悶 鷹醤 庶
ゞ．．．，・；．・ '．． 

^ I.::、l----、
と目ニ

―70 

す
れ
違
っ
た
。
ホ
ー
ム
に
降
り
、

「屯
車
は
動
き
ま
す
か
」
と
聞

大
声
で
「
だ
れ
か
い
ま
せ
ん
か
く
莱
客
に
、
陥
没
し
た
道
路
を

ー
·J~
叫
ん
だ
。
返
事
は
な
い
。
ぽ
さ
し
、
「
だ
め
で
し
ょ
う
」

土
煙
で
周
り
は
真
っ
白
だ
。
天
と
告
げ
た
。
地
上
も
ま
だ
薄
暗

井
に
下
が
っ
て
い
る
は
ず
の
案
い
。
翡
の
大
き
さ
は
測
リ
か

鱈

月

。

っ

た

。

身

ね

た

。

◇

進

地
上
に
上
が
る
と
、
駅
の
真
そ
の
朝
、
神
戸
市
内
の
鉄
道

ヽ

疇
託
い
賛
[

0

麟↑
□
戸
鰐
い
ニ
ー

盟
か
ら
避
難
し
て
き
た
乗
客
が
い
た
。
大
き
な
混
乱
は
な
く

‘,fの

が
、
階
段
を
上
が
っ
て
き
た
。
皆
、
無
事
に
地
上
へ
逃
れ
た
。

言無レJ
 
ネン‘
 

し
い
長
L
 

.9
f
 

9

し、．
-

ガ
崩
れ
た
神
戸
高
速
鉄
遁
の

大
開
駅
。
地
震
直
後
、
棄
客
た
ち

が
脱
出
し
た
り
神
戸
市
内

卜
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読売楽斤圧目 平成 7年 6月5日 （月） 夕刊

阪
神
大
瞑
災
で
、
国
遵
一
八

号
線
の
路
面
と
と
も
に
地
下
駅

の
天
井
が
落
下
し
た
神
戸
高
速

紬
逼
の
大
問
駅
（
神
戸
市
兵
叩

区
水
木
通
）
の
建
て
団
え
工
甲

が
迎
み
、
五
日
ま
で
に
地
下
駅

憫
内
の

一
部
が
地
上
に
露
出
し

た
。
駅
舎
上
部
の
土
砂
を
取
り

除
き
、
地
上
か
ら
内
部
の
支
柱

を
交
換
す
る
な
ど
、
世
界
で
も

例
の
な
い
工
事
。
駅
舎
は
工
事
動
す
る
た
め
地
謹
に
強
い
、
と

終
了
後
、
再
び
地
中
に
障
れ
る
。
い
う
建
築
学
界
の
定
説
が
今
回

同
鉄
道
は
全
線
開
通
の
め
ど
を
の
猥
災
で
旧
り
、
同
鉄
遥
で
は

八

月

と

し

て

い

る

。

東

四

諒

（

＝
一
宮
ー
西
代
）

、
南

坤
下
鉄
は
馳
盤
と
と
も
に
振
北
線
（
新
問
地
ー
陥
川
）
計
七

月
訓
1
1
,り
’
i
l

か
履
重
事
〗
闘
口

こ
）f
3
 

し
、
出

ヵ丸ヵ上ネ
＿分

本ヽ

部しレi
分5
 
4
 

ネジ
時

，
 

―ト下
前

地

午（
 

．9
．ヽみ
駅
進

開

が
大
事
速
工
．
高
体

戸
・

窟
神

-＇
‘. ]＇、

•
六
記
四
程
ゃ
側
壁
に
闘

が
発
生
、
使
用
杢
型
な
っ
た
。

一
部
区
間
は
問
通
し
た
が
、

地
下
駅
の
大
問
駅
は
瞬
在
も
皿

修
工

m中
の
東
四
線
の
新
開
地

ー
西
代
叩
に
あ
る
。
誓
は
地

平
―
―
認
°
三
十
五
本
あ
象

舎
支
柱
は
以
筋
が
む
き
出
し
に

な
り
、
ホ
ー
ム
中
央
付
近
で
は

百
二
十
ば
に
わ
た
り
天
井
や
コ

ン
コ
ー
ス
が
叩
落
。
さ
ら
に
節

二
十
四
店
の
国
道
二
八
号
碑
の

中
央
部
十
二
俎
も
酷
没
し
た
。
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地
下
の

大
●
駅

阪
神
大
渡
災
で
ホ
ー
ム
の
柱

が
倒
壊
、
路
迎
J

と
陥
没
す
る

な
ど
地
下
鉄
史
上
に
残
る
大
被

古
を
受
け
た
神
戸
高
ゅ
呼
鉄
迫
の

地
下
釈
「
大
叩
駅
」
（
神
戸
市

兵
印
区
）
の
復
旧
エ

m川
訓
が

五
日
、
正
式
に
決
ま
っ
た
。
ホ

ー
ム
の
巾
間
柱
に
は
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
に
銅
筐
を
か
ぶ
せ
る

耐
虞
工
法
を
、
地
下
鉄
で
は
初

め
て
採

mす
る
。

大
開
駅
の
再
建

計
画
を
承
認

運

輸

省

阪
神
大
震
災
で
大
き
な
被
害

武
又
け
た
神
戸
高
速
鉄
道
の
大

開
駅
（
地
下
駅
）
の
復
旧
に
つ

い
て
、
運
輸
省
は
五
日
、
神
戸

高
速
鉄
道
か
ら
提
出
さ
れ
て
い

た
再
建
工

m計
画
を
同
畜
の
鉄

道
施
殷
酎
襄
構
造
検
討
委
国
会

が
ま
と
め
た
設
計
方
針
に
沿
っ

た
も
の
で
あ
る
と
し
て
認
め

た。
工
事
引
画
に
よ
る
と
、
使
用

可
能
な
床
板
部
分
を
利
用
し
側

神戸高速鉄道

柱
に
鋼
管
か
ぶ
せ
強
化

叫
輸
省
が
こ
の
旧
、
同
社
の

復
旧
川
圃
を
爪
認
し
た
。
六
月

末
ま
で
に
、
祖
災
で
lbj落
し
か

か
っ
た
黙
間
の
土
印
め
や
天
井

板
の
撤
去
工
市
を
完
了
。
七
月

に
も
、
地
上
か
ら
Uilり
下
げ
鋼

月
の
般
岡
作
業
を
圃
始
。
八

月
中
の
全
線
間
を
目
指
す
。

同
駅
は
地
四
で
、

m
m軌
迫

上
に
立
つ
鉄
節
コ
ン
ク
リ
ー
ト

製
の
中
間
桂
―
i

十
瓦
本
が
す
べ

賊
や
柱
奎
J

円
構
築
す
る
。
震
災

で
は
鉄
耶
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
柱

が
折
れ
て
駅
が
つ
ぶ
れ
た
こ
と

か
ら
、
柱
は
表
面
を
角
型
の
銅

管
で
璃
っ
て
補
頭
。
今
回
程
度

の
地
組
に
耐
え
ら
れ
る
よ
う
設

引
す
る
。

大
叫
駅
の
復
旧
工
事
は
六
月

末
ま
で
に
駅
舎
の
取
リ
瑕
し
作

菜
を
終
え
、
再
這
工
事
に
入
る

予
定
。
神
戸
高
速
鉄
道
は
八
月

中
を
め
ど
に
線
路
部
分
を
再

建
、
取
り
あ
え
ず
大
開
駅
を
宛

車
が
通
過
す
る
形
で
全
線
開
通

さ
せ
た
い
と
し
て
い
る
。

て
川
壊
し
、
上
を
迎
る
国
道
28

弓
も
陥
没
。

一
時
、
復
旧
不
能

の
観
利
も
流
れ
た
が
、
追
輸
省

が
、
今
回
の
地
関
の
殿
大
賑
動

が
同
釈
直
下
で
起
こ
っ
た
と
想

定
し
て
、
駅
の
天
井
部
と
床
部

の
ゆ
が
ク
竺
1

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

で
解
析
。
材
料
の
耐
腱
力
を
計

mし
た
結
果
、
河
竹
柱
に
よ
る

補
強
で
耐
え
う
る
と
判
断
し

こ。t
 

如 E3新皿 平成 7年 6月6日 （火） 朝刊

神
戸
高
速
の
大
開
駅

床
除
き
建
て
替
え
へ

駅
全
体
の
再
開
、
来
年
3
月

息
隠
日
、
罹
大
震
一
高
速
鉄
道
の
裔
駅
の

11方

災
で
ホ
ー
ム
の
天
井
が
崩
落
す
法
を
決
め
た
。

る
な
と
の
被
害
を
受
け
た
神
戸
被
害
が
少
な
か
っ
た
床
部
は

そ
の
ま
ま
使
う
が
、
側
障
や
天

井
は
新
た
に
建
て
直
す
。
そ
の

際
、
ト
ン
ネ
ル
中
央
に
並
ぶ
柱

は
太
く
し
、
鉄
板
を
巻
い
て
弧

化
す
る
。
こ
れ
で
再
び
同
規
模

の
地
震
を
受
け
て
も
耐
え
ら
れ

る
と
い
う
。
八
月
末
ま
で
に
は

ホ
ー
ム
部
分
を
完
成
さ
せ
、
運

行
を
再
開
す
る
。
た
だ
、
改
札

口
な
と
の
H
事
は
な
お
時
間
が

か
か
る
た
め
、
駅
全
体
の
常
業

再
開
は
来
年

l-＿月こ
ろ
に
な
る

と
い
う
。
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寧麟楽斤匠目 平成 7年 6月15日 （木） 夕刊

阪
神
大
霰
災
を
教
間
に
、
地
か
に
し
た
。
を
す
る
の
で
は
な
く
、
今
回
の

域
防
災
nl両
の
児
直
し
を
迎
め
神
戸
市
は
昭
和
六
十

一
年

ぼ

阪
神
大
霰
災
の
艮
体
的
被
笞
状

て
い
る
神
戸
市
は
十
四
U
、
従
に
棗
定
し
た
地
域
防
災
附
画
の

況
を
も
と
に
、
こ
れ
が
異
な
る

来
の
「
猿
窟
5
（弧
病）

」
に

地
旗
対
策
組
を
抜
＊
的
に
改
定

時
間
叩
や
季
節
な
ど
に
起
こ
っ

よ
る
地
霰
の
破
宵
想
定
を
児
叫
す
る
た
め
、

三
月
か
ら
神
戸
市
た
場
合
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

し
、
阪
神
大
猥
災
の
只
休
的

被

防
災
会
議
に
新
た
に
自
衛
隊
や
し
、
地
域
防
災
計
画
を
改
定
す

宙
状
況
を
も
と
に
、
発
生
時
刻
市
医
師
会
な
と
の
メ
ン
バ
ー
を

る
、
と
い
う
。

．

や
季
節
な
ど
の
条
件
を
変
え
て

加
え
て
協
議
し
、
こ
の
日
の
会
ま
た
、
防
災
計
画
の
杵
糾
み

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
新
た
合
で
柄
木
方
針
を
ま
と
め
た
。
に
は
、
市
民
・
企
菜
の
自
主
的

な

「災
市
想
定
」
を
枯
祁
に
、
胡
木
力
針
で
は
、
従
来
の
気
防
災
活
動
▽
油
災
迎
物
の
危
険

町
圃
を
紐
り
叫
す
力
針
を
明
ら

狛

庁
の
霰
殷
附
級
で
破
四
想
定
ぼ
判
定
シ
ス
テ
ム
確
立
な
ど
の

神戸市防災
計画見直し

被
災
地
安
全
確
保
対
策
▽
ボ
ラ

ン
テ
ィ
．ア
活
動
の
受
け
入
れ
態

勢

9
の
三
項
目
を
新
た
に
追

加
。
項
自
ご
と
に
緊
怠
対
応
の

問
題
点
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
、

初
動
体
制
や
伯
報
伝
遠
ジ
ス
テ

ム
、
仮
設
住
宅
JIJ地
と
し
て
活

初
動
体
制
な
ど
重
点
検
討

基
準
に
「
大
震
災
被
害
」

`
— •I 

、ヽ.
.' 
..A
 

｀
 

n
r
 ..
 
‘
 

廿沼

讐

れ

る

空
き
地
の
管
理
シ
ス

テ
ム
な
ど
を
爪
点
的
に
検
肘
し

て
い
く
。

ま
た
こ
の
日
の
会
合
で
、
梱

雨
期
の
二
次
災
害
防
止
対
策
と

し
て
、
従
来
、
自
衛
隊
の
出
動

要
間
は
知

mを
通
し
て
行
っ
て

い
た
の
を
、
緊
急
時
に
は
市
民

が
自
衛
隊
の
派
遺
を

祠
望
」

と
し
て
求
め
、
知
事
に
は
叩
後

に
辿
絡
し
、
正
式
要
叩
し
て
も

ら
う
な
ど
の
項
目
を
盛
り
込
ん

だ
緊
念
防
災
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
策

定
し
た
。

--』閃掌呻悶禁塁盃芦認:
直大開駅o 崩れた天井

部分の撤去が終わり、地下に隠れていた駅構内
が地上に現れた＝ 14日午後、神戸市兵血区

4-4-29 



暉糸新聞 平成 1年 1月18日 （火） 朝刊

「
震
災
か
ら
半
年
。
よ
う
や

<tvJる
い
兄
通
し
が
立
て
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
」
。
巾
UI恕

司
社
辰
の
表
間
に
は
安
M
（あ

ん
ど
）
の
色
が
浮
か
ぷ
゜

神
戸
高
辿
鉄
辺
は
神
戸
市
の

中
心
部
で
阪
芯
、
阪
神
、

山

叫
、
神
戸
の
囮
屯
鉄
の
鉄
路
を

連
結
し
て
お
り
、
八
月
に
は
そ

の
俊
続
区
間
全
線
が
叩
通
。

「
京
都
・
大
阪
か
ら
姫
路
ま
で

レ
ー
ル
が
一
本
で
つ
な
が
る
」

け
社
は
霜
災
で
枯
大
な
讐

を
受
け
た
U

と
く
に
追
路
の
以

ド
を
も
ぐ
っ
て
走
る
大
開
駅

貪
叩
区
）
は
、
激
因
に
加
え

て
地
下
駅
合
と
辺
路
の
間
の
土

砂
の
巾
み
に
耐
え
か
ね
て
支
柱

が
州
M
（
さ
く
つ
）
。

一
時
は

「
川
間
不
能
」
と
い
わ
れ
、
高

油
い
山
駅
（
兵
庫
区
）
ー
新
間

馳
駅
祠
）
区
間
は
況
在
も
不

通
の
末
ま
だ
。

「喝
初
は
お
先
悲
暗
。
前

向
き
の
店
を
で
き
る
よ
う
に
な

る
と
は
111
心
っ
て
い
な
か
っ
た
」

復
111
の
陣
出
指
揮
に
あ
た
っ

た
中
111社
且
は
、
地
九
と
東
京

を
何
度
も
往
復
し
た
。
当
時
の

兄
込
み
で
は
、
被
古
総
額
―
―
ー百

ハ
十
憶
円

°
m建
の
迎
筋
が
兄

え
な
い
状
態
で
「
一

百

十
人
の

従
叉
且
の
化
活
を
思
う
と
、
い

た
た
ま
れ
な
か
っ
た
」
。

神
戸
市
の
収
入
役
だ
っ
た
経

．饂匿四四．．．． 匿■■
「地元の足」最優先

5{ 

閥
と
輻
広
い
交
友
関
係
を
い
か

し
、
震
災
限
後
に

m井
”
呑
連

輸
相
や
松
屯
道
彦

m務
次
官

（
当
時
）
に
陳
憫
。
神
戸
市
時

代
に
神
戸
空
港
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
開
わ
り
、
地
道
に
瑶
っ
て
き

た
人
脈
が
復
旧
双
助
成
金
の
暉

約
に
つ
な
が
っ
た
。

「
正
式
決
定
に
は
時
間
が
か

か
っ
た
が
、
工
事
に
即
座
に
と

り
掛
か
り
、
予
定
よ
り
早
い
立

ち
直
り
が
実
現
で
き
た
」

「
な
に
よ
り
も
馳
元
の
足
の

確
保
が
暖
先
さ
れ
る
と
痛
惑
し

た
」
と
、
櫻
井
幹
也
庶
務
課
艮

は
打
ち
明
け
る
。
破
茂
さ
れ
た

駅
舎
の
そ
ば
を
市
民
が
延
々
と

歩
く
姿
を
目
に
し
て
、
全
従
菜

貝
が
鉄
辺
事
菜
者
の
使
命
と
夷

任
の

mさ
を
改
め
て
認
識
し
た

と
い
う
。

復
旧
エ

mで
は
、
日
本
鉄
追

建
設
公
団
や
神
戸
市
か
ら
技
術

者
の
派
迫
も
受
け
た
。
「
再
皿

ま
で
二
年
は
か
か
る
」
と
い
っ

て
い
た
建
股
会
社
も
「
な
ん
と

し
て
も
早
期
再
開
し
た
い
」
と

い
う
従
菜
員
の
熱
意
に
動
か
さ

れ
た
。
地
元
住
民
の
理
解
も
あ

っ
て
、
二
十
四
時
間
熊
努
で
エ

事
を
続
け
た
結
果
、
工
期
は
大

輻
に
圧
縮
。
来
年
三
月
に
は
大

開
駅
も
常
菜
丙
間
で
き
る
。

「
こ
れ
か
ら
は
市
民
の
足
と

し
て
サ
ー
ピ
ス
を
一
胴
向
上
さ

せ
、
神
戸
の
復
典
と
と
も
に
歩

ん
で
い
こ
う
」
。
中
田
社
展
だ

け
で
な
く
、
同
社
の
全
従
菜
貝

は
半
年
た
っ
た
い
ま
、
同
じ
雷

菜
を
か
み
し
め
て
い
る
。

（
冨
田
悦
央
）

大
き
な
被
害
を
受
け
た
大
開
駅
だ
が
、
復
旧
工
事
は
急
ピ
ッ

チ
で
追
む
1
1神
戸
市
兵
叩
区
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神戸新聞 平成 7年 8月1日 （水） 朝刊

神
戸
高
速
、

神
戸
高
速
鉄
道
の
新
開
地
ー

高
速
長
田
間
（
ニ
キ
ロ
）
が
八
月

+
-
＿＿
日
に
開
通
す
る
。
こ
れ
で

阪
急
、
阪
神
、
山
陽
、
神
鉄
が

栗
リ
入
れ
る
神
戸
高
速
は
、
震

災
か
ら
ほ
ぽ
七
カ
月
ぶ
リ
に
全

通
、
阪
神
閻
と
姫
路
を
結
ぶ
東

西
の
私
鉄
が
震
災
前
の
姿
に
戻

る。．
神
戸
高
速
は
、
新
開
地
ー
士
g

速
長
田
間
の
大
開
駅
が
、
震
災

で
地
下
ホ
ー
ム
の
天
井
を
支
え

る
柱
の
大
半
が
押
し
つ
ぶ
さ

れ
る
な
ど
壊
滅
的
な
打
撃
を

受
け
た
。
六
月
ま
で
に
神
鉄

と
阪
急
・
阪
神
を
結
ぶ
新
開

地
以
東
と
、
山
陽
を
結
ぶ
高

速
長
田
以
西
は
運
行
を
再
開

し
た
。しか
し
、

中
間
部
分
が
不
通

の
ま
ま
で
、
神
戸
以
西
か
ら
大

阪
方
面
へ
の
通
勤
客
が
J
Rに

流
れ
る
な
ど
影
響
が
深
刻
化
し

て
い
た
。

今
回
、
大
開
駅
の
線
路
部
分

の
復
旧
エ

駅
が
済
ん
だ
こ
と

で
全
通
の
め
と
が
つ
い
た
。

た
だ
し
、
大
開
駅
は
駅
舎
が

完
成
す
る
来
年

一l
一
月
ま
で
通

過
す
る
。

ま
た
、
全
通
に
伴
い
阪
急
・

阪
神

・
山
陽
と
の
相
互
乗
リ
入

れ
が
復
活
す
る
ほ
か
、
阪
神
、

山
陽
の
終
電
時
刻
が
棟
リ
下
が

る
な
ど
、
大
幅
に
ダ
イ
ヤ
が
改

正
さ
れ
る
。

こ
れ
で
、
震
災
に
よ
る
神
戸
、

阪
神
間
の
鉄
道
の
不
通
区
間

は
、
神
戸
新
交
通
・
六
甲
ラ
イ

ナ
ー
の
住
吉
ー
魚
崎
間
（
八
月

下
旬
開
通
予
定
）
だ
け
と
な
っ

た。

三
宮
ー
姫
路
私
鉄
つ
な
か
る

1
3
8
に
開
通

姻 日新血 平成 7年 8月 1日 （水） 朝刊

- tl：し素，！iIIIJ 

’-！帥ぷQ堅'lJi.
阪 戸 る ＝ ll. 

危

閃見牌i]i村・二：
牒 ．IL,fIj札l政蘭
災 Ix: 速 •Ii の、

でツ鉄函酉界
不は道り代 • IIf
通 冦 ＾入駅・
に十本れを 元

謬 区：鉄と八 lllな
と逍発n1111つ

高＾新高 西元町
姫は~ 表十＾て

、大
全し 辛 胆し、

嚢阿麿喜‘‘ご口〗［塁酎翡疇
巴戸裔竺言笑御 ~;~ I~ 閉 11翡羅坪
8月13日開通 面灘石影

Iliii炉よさ Il応 9li
—• :111 りせを辿
の地 liiJる‘長

み・)1つけり定駅似 人を叫の II¥jる社に鉄；ili に私
＇のてた‘°令 IIIMI二図 ↑＾背叩
｛｝：い鉄炉＇ 司のエ 戸 分 りB柑通に 1!

°はなとで新つ鉄

古る迫 1(1鉄泥ホ iRiニ 反ダるの ‘l}りなル

l 区の大迅成を辿十 - •
‘は霞 i「{j忍ィたflJ阪地が 1

魚間ろ
二；；.ス ．1―I―鼻（述は．

匹のは巡鉄秒氾ピを神朝
ャめ Il紐 lるト

的はち災全来些迫 9ii| l八 戸 の改
砥ヽ iHi °が

間六‘で線，，1..しに縮姫ド木巧ラ定 ―II,
再り阪辿 約

だ IIl不堺 '}}l了こ いよさ路ア｝竹向、yを 1m入神長 七
けラ通 !,'f通 JJるるせ 1i'，1ツ発 111シ実 ・

日 れと IJI カ

と イ にをにの 大 とるでプ
かが 11」11¥J

°行ユ施ら ioJI粉の ぷ
J.I 

なナな受よ予 l}[1‘ ゜印化 lllき ll!iす各-H~ 窟 1}り り

E四乗リ入れ区間

三田へ

西
代
＿
＂

須
磨
浦
公
園
6-

姫
路
へ

山陽電鉄

阪急神戸線

贋

神
戸
高
速
鉄
道
13日
に
全
通
闘
蒻
鶉
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毎口菊闊l 平成 7年8月1日 （水） 朝刊

紐
翫
は
恥
暉

1
3
8開
通

神
戸
高
速
辺
は
一
元
'
-
日
、
復
旧
は
当
血
、
通
過
駅
と
な
り
、
段
旧
は
来

が
遅
れ
て
い
た
新
皿
地
（
神
戸
市
兵
印
年
＿―
-
月
の
予
定
。

区
）
ー
祁
速
長
山
駅
（
長
山
区
）
間
約
破
災
地
の
鉄
迎
、
新
交
叩
の
復
旧
は
、

そ

”
が
士
―

-
H始
罪
か
ら
復
旧
す
る
と
神
戸
市
の
六
中
ラ
イ
ナ
ー
（
住
古
ー
瓜

発
表
し
た
。
同
社
は
線
路
と
駅
合
を
も
崎
問
）
を
残
す
だ
け
に
な
る
。

っ
て
い
る
だ
け
だ
が
、
阪
急
、
阪
神
、

山
岡
四
鉄
、
神
戸

m鉄
が

m
mを
乗
り

入
れ
て
い
る
。
こ
れ
で
披
災
地
を
東
匹

に
粕
ぷ
私
鉄
が
七
カ
月
ぷ
り
に
、
全
線

で
迎
転
を
田
間
す
る
。

欝
頂
は
約
一面
似
円
。
被
内
の
大

き
か
っ
た
大
皿
駅
（
兵
印
区
水
木
jm七）

北神急行

百
芦 ドロ尽塁営0新神戸
鉄長

> 9 ---
． 
ヽ
山陽板道 田

13 
電鉄、宿 ¥ ;O-g..＿ 
’̀’’'9‘O--
‘‘.／高新

速一開•

＝＝長＝地ゼ
一田 戸

這
( •9999叫-不通区間）

期日は開通予定
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読元薪血 平成 7年8月1日 （水） 朝刊
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X
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・m墟
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ぷ
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一
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匹
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にで

i
q
勾
トンネル臼
鴎にホー

只＂
四
＋
品
の
月
一
八
一

'1・1u含
庄
が
き

r_1

g
g

,～
竺
r

円
＜
，
~
巴"
r
s
l
J

の
悉
ふ
＂
さ

門
い
に
六
S
e、
訊
n
s
巖

r
h
r
R、
K
o
e
g
-
g
に
、

q
-3
.
2
‘門
に
戻
品
~
；
ル

1
1
g
t
'
n
g

が．
n＂，
f
f卜
に
唇
n
．
五

ia-`ゞ
塁
あ
臼

姜

況
悶
が
で
さ
あ
が
―
?
n

§
笥
な
い
と
さ
n
て
い

岱
・
且
会
の
今
々
;
1
1

:
rヽ
「
＊
ぎ
名
を
た

の
胤
忍
v迫＇庄
'
g
g
a
g
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2
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”
n
#
g
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易

k
g
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欝
名
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m．
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micu翌
沼
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g
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与
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翌
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塁
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含
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名

（
竺
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呂
ビ
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っ

、
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q
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十
r
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U
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5
下
n
g
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忌
ず
ぺ
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屯
ヽ
芥
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か
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庖
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邑
后
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g

弓

岱
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「お客さんでし‘っぱいの昼時だったらと思うとゾンとする」
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読売薪匠日 平成 1年 8月9日 （水） 夕刊

①
13日
の
全
紐
開
通
を
前
に
急
ピ

ッ
チ
で
復
旧
工
事
が
進
む
大
開
駅

⑤
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
天
井
が
落
ち

た
駅
旧
内

（ー
月
27日）

"
 

•r-,. 
呪麻他、
9，紀↓ I l 

ー ー・嘉討＂丑り'..9,1ふ
巴堡瓢雲1・、加・・ゞ`ヤ -
り麿眉そ図！反
昔屑人た
いな神

／か
• IJt1地戻盃
t 
Y辿駅下破災
芦
しみ＾駅しで
向、神のて天
速 -,••戸 神-・- 不 ~1:

欝員乳は翌腐
I ‘庫速な lヽ

大開駅の復lH進む
開神戸高速は138全通

新

闘

間
二
岱
が
開
通
す
る
。

こ
れ
で
、
西
代
と
阪
魯
一宮
、

阪
神
元
町
の
各
駅
を
結
ぶ
神
戸

高
速
鉄
遥
が
全
通
。
六
甲
ラ
イ

ナ
ー
を
除
く
阪
神
間
の
軒
線
交

通
網
が
復
旧
す
る
こ
と
に
な

る。大
皿
駅
は
府
内
中
央
に
並
ぶ

コ
ン
ク
リ
ー
ト
柱
＝
干
万
本
が

す
べ
て
印
瑕
、
天
井
が
束
西
約

百
二
十
ば
に
わ
た
っ
て
―

-Tー四

試
下
が
り
、

「
M
」
字
形
に
壊

1
こ。
｝
 
復
旧
作
業
は
二
十
四
時
間
体

制
で
行
わ
れ
、
地
上
か
ら
駅
舎

の
あ
る
地
下
約
十
二
ば
ま
で
皿

り
下
げ
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
片
な

ど
を
取
り
除
き
、
側
既
と
天
井

を
す
べ
て
修
腹
。
さ
ら
に
、
柱

の
直
径
を
O
・
=＝-
|
―
店
太
く

し
、
鉄
板
を
巻
く
耐
粛
弾
化
も

施
し
た
。

大
問
駅
は
、

今
後
も
ホ
ー
ム

や
コ
ン
コ
ー
ス
な
ど
駅
舎
の
復

旧
エ
叩
が
進
め
ら
れ
、
来
年
＝―

月
ま
で
は
通
過
駅
と
な
る
。
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暉麟奈斤m1 平成 7年8月10日 （木） 朝刊
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I 開通を控えた神戸高速の新関地一高速長田
山手 1 間。モーターカーを使って念入りに点検が行

われた＝ 9日午後3時、神戸市兵庫区

に間高に
九の速な阪
日今鉄つ神
‘月道て大
同十新い震
区三開た災
r']日地神で
悶倫点篇悶
1通 速のし
タを長神不

ーゴ—.-.こ- l ---^-- .9↓い '~ . I前田戸通

神
戸
高
速

カ
ー
を
走
ら
せ
、
架
線
を
閻
整

す
る
作
業
が
行
わ
れ
た
。
十
三

口
の
開
通
に
よ
っ
て
姫
路
ー
大

阪
問
の
束
西
の
私
鉄
踏
線
は
全

通
と
な
る
。

新
開
地
ー
高
速
長
田
問
の
二

記
は
笈
災
の
被
害
が
大
き
く
、

途
中
の
大
開
駅

（兵
叩
区
）
は

天
井
を
支
え
て
い
た
鉄
筋
コ
ソ

ク
リ
ー
ト
の
柱
―-＿
十
五
木
が

「座
屈
」
す
る
な
ど
し
て
破
阻
。

地
下
十
二
店
を
皿
削
し
、
柱
を

す
べ
て
脳
去
、
酎
震
性
ア
ッ
プ

を
図
っ
た
復
旧
工
事
が
二
十
四

時
問
態
勢
で
行
わ
れ
て
い
た
。

こ
の
日
で
架
線
の
調
整
は
終

わ
っ
た
が
、
天
井
が
M
字
型
に

二
脳
陥
没
し
た
大
聞
駅
は
屯
甲

1
3
H
の
全
通

が
通
過
で
き
る
が
プ
ラ
ッ
ト
ホ

ー
ム
な
ど
の
復
IIJは
ま
だ
で、

当
固
通
過
駅
に
。
使

mで
き
る

よ
う
に
な
る
の
は
来
年
＿
―
-月
の

予
定
。
—

同
鉄
道
が
全
通
す
れ
ば
、
六

甲
ラ
イ
ナ
ー
の

一
部
区
問
を
残

し
て
、
被
災
地
の
鉄
道
ア
ク
セ

ス
は
す
べ
て
つ
な
が
る
。

ヘ
準
備

0
k
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大阪建設工業新聞 平成7年 8月11日 （金）

|i ［叩叩引

施
工
の
奮
闘
に
称
賛

大
悶
寸
断
さ
れ
r妖
荘
翌
視
関
の
2
品
~
に被
匹
の
大
き
か
っ
に
神

，
＂叫．

中
日
の

/
 

戸
高
速
鉄
氾
が
+-＝
-B
に
全
通
す
る
。
大
皿
釈
付
近
が
百
二
十
ぶ
に
わ
に
っ
て

i
!
f

!
|
il
'tは

た

13
舎

し

。
駅

刷
脳
、
肛
上
氾
踏
が
陥
没
す
るとい
う
衝序
的な
被
田
を
受
け
た
に
も
か
か
—
ゼ
”
1
l
i

わ
ら
ず
、
エ

m闊
各

社
の
懸
命
な
努
力
で
予
定
よ
り
ニ
カ
月
早
く
ml通
に
潤

1
1
ーり

合
る
、

結

え

ム

）

g"け
勺

こ
れ
で
阪
神
問
翁
匹
鉄
姐
烈
腐
い
、
待

炭

し

か

っ

に

京

．

．

．

を

支

一
菜

木
を
ホ

H

3

3

駅
で
豚

阪
神
と
山
賜
力
回
を
約
ぷ
私
飲
名
の
相
互
乗
り
入
れ
が
可
暉
と
な
る
。

St

ー

地

昔

穂

隠

、

ま
ず
小
さ
『
、

翌

空

綱
と
、
る

叩

な

縦

翁
曹
波
が
来
て
次
に
な
、
▼

l

二闘
‘|

i

」

[
IJ[

E

力
術

と
い
っ
た
IM器
が

過
大
な
皿

は、

自
一
十
ぷ
に
わ
な
っ
て
上
ま
た
、
大
皿
ー
匹
代
釈
問
で

げ
モ
ー
メ
ン
ト
、
釘
断
力
を
受
下

mの
小
岡
柱
が
卯
断
破
坑
は
中
閻
柱
二
百
二
十
木
が
lH

築

技
が
と
物
汗

け
、
こ
と
こ
と
く
破
明
さ
れ
た
．
し
、
土
破
り
四

ハ
"5の
天
井
坑
。
阪
急
と
つ
な
が
る
三
宮
ー

k
 ＇ 
E
i
 

追

0
・

地

震
に
は
比
較
的
安
全
と
考
ス
ラ
プ
が
陥
没
。

地
府
に
よ
る

花
悶
駅
間
で
も

m桁
が
ニ
ス
バ

え
ら
れ
て
い
に
地
下
間
造
物
ち

地

下
鉄
ト
ン
ネ
ル
の
崩
沼
ぱ

w
．ン
落
ち
た
ほ
か
、
ク
ラ
ッ
ク
に

渭

隔
下
工
地
施

例
外
で
は
な
く
、
神
戸
高
速
鉄
め
て
の
こ
と
で
、

震
災
直
後
の
よ
る

m傷
も
多
く
兄
受
け
ら

。
道
や
神
戸
巾
宮
地
下
C
が
大
き
街
家
的
な
乎
貨
mぱ
｀
B
面
高
速
れ
、
神
戸
高
速
鉄
氾
と
施
工
各

な牢
部
堅
口

は
ダ
メ
ー
ジ
を
破
っ
に
。
な
か
渭
詑
の
卸
坑
と
と
も
に
多
く
の
社
は
逐
次
郎
分
叩
通
を
行
い
な

で
も
神
戸
高
速

・大
卵
釈
付
近
人
々
に
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
た
．
が
ら
、
全
面
復
旧
に
向
け
犀
夜

配

早
期
開
通

含
か
た
ず
全
力
で
エ

mに
収

上
げ
｀
堅
牢
な
地
下
構
造
物
を

＼
ー
J:
J

.0
し

り
組
ん
だ
。

構
築
し
て
い
っ
た
0

}

．．
 
4
,
＂r.
，
 

‘
 

大
閲
駅
の
伝
庇
工
業
を
中
心
被
国
の
少
な
か
っ
た
下
床
版

に
、
同
釈
西
襲
岡
盈
庇
．

と
軌
氾
敷
を
ffl利

mす
る
た

面＿

哭
村
J
>
、
東
側
区
問
を
K
成

め

、
収
り
筑
し
の
坑

界

を

引

く

＇

廷
殷
‘

-―
石
付
近
の
高
架
の
一

の
が
非
代
に
雌
し
く
、
地
下
埋

が

r

部
を
大
林
組
が
そ
れ
ぞ
れ
坦
設
物
の
保
頂
に
も
気
を
逍
わ
ね

当
。
と
く
に
大
叩
釈
は
支
柱
、
ば
な
ら
な
い
。
佐
庇
エ
菜
の
小

一

釈
令
を
新
た
に
剋
設
し
匝
す
至
向
将
介
所
長
以
下
ス

タ

ッ

フ

．

J

皿
の
エ
巴
で
、
ピ
ー
ク
に
は
作
は
、
緻
密
な
歪
柑
迎
ぷ
崩

屑

が

二
百
人
を
超
え
戦
協
の
を
ニ
カ
月
油
閉
。
「
安
全
、
品

し

ょ

足

っ

た

と

い

う

。

質

な

ぷ
3
め
面
午
人
血
ル
活
い
え
る

旭
下
水
棺
か
巧
い
た
屡
塑
ぶ
り
」（
神
戸
高
速
鉄
j
a)

＇

を

ね

た

S
M
W土
凹
め
迎
訳
と
評
価
は
高
い
．

を
築
き
、
二
段
の
ア
ー
ス

ア

ン

も

ち

え

皿ポ
ッ
復
旧
区
閻
の

、

一

ヵ
ー
で

nn弧
．
訊
眼
れ
に
対
応
工

mも
g々
。
大
叩
釈
か
ら
高
た
側
限
の
内
側
に
百
五
卜
”
の
住
は
鉄
筋
を

m面
し
て
鋼
阪
で

し
な
が
ら
Itc鋼
E
柱
を
廷
て

速
長
山
駅
に
か
け
て
訊
ズ
レ
し

11鋼
を
咎
き
、

阻
瞑
し
に
中
間
閃
い
、
諒
問
を
無
収
筍
モ
ル
タ

ル
で
充
加
。
さ
ら
に

2
フ
ッ
ク

に
は
エ
ポ
キ
ン
儲

娑

入

し

て
補
珈
す
る
な
ど
冗
烈
的
は
ベ

来
春
の
完
全
再
生
へ
更
に

J
1
鬱
冒

四[[喜に闘＂＂
大地震によって四上辺路が陥没した大

nn駅．震災を象徴する衝蒙的なシーン
として曰木全土にショックを与えた
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如日新皿

平成 1年8月13日（日） 朝刊

読売新呻

平成7年8月13日（日） 朝刊

墨

闘

で

不

通

に

な

っ

日

、

翡

か

ら

二

百

八

日

ぷ

り

が

つ

な

が

る

。

一

ゃ

緊

、

阪

神

、

111

贋

て
い
た
神
戸
暉
速
鉄
迫
（
七
．
に
再
叩
す
る
。
こ
れ
で
問
鉄
迫
神
戸
邸
速
鉄
追
は
、
神
戸
市
神
戸
濶
鉄
な
と
が

m毀
す
る

m

六
ど
の
新
開
地
ー
訊
辿
此
111
は
全
線
開
辿
と
な
り
、
阪
神
地

皿
（
約
二

"n)の
連
転
が
十
三

区
と
姫
路
を
鮎
ぶ
私
鉄
ル
ー
ト

新
開
地
ー

高
速
長
田

i

i

}

セ
ク
タ
ー。＂〉

泊
キ
ロ
数
は

短
い
が
、
私
鉄
各
社
が
渫
り
入

れ
、
イ
ン
タ
チ
ェ
ン
ジ
的
な
役

雙
祖
っ
て
い
る
。

破
5

の
ひ
と
か
っ
た
大
間
限

は
と
り
あ
え
羞
沿
翌
し
、

引
き
続
去
祖
旧
エ
叩
を

tjて

来
年
三
月
の
冗
成
を
め
さ
す
。
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神戸薪虚l
,-,,呟

（月） 夕刊

-．

阪
神
大
震
災
で
不
通
と
な
っ

て
い
た
神
戸
高
速
鉄
道
の
東
西

線
・
新
開
地
ー
高
速
長
田
間

（
約
二
詑
）
の
運
転
が
十
＿
―
-
日
、

震
か
ら
二
百
八
日
ぶ
リ
に
再

開
し
た
。
こ
れ
で
大
阪
、
神
戸

と
姫
路
を
結
ぶ
鉄
道
の
全
ル
ー

ト
が
つ
な
が
っ
た
。
阪
急
、
阪

神
、
山
電
、
神
鉄
の
四
社
が
接

続
す
る
新
開
地
駅
は
、
お
盆
の

慈
参
り
や
海
水
浴
に
向
か
う
家

族
連
れ
で
終
日
、
混
雑
し
た
。

新
開
地
ー
新
長
田
間
は
、
震

災
で
地
下
支
柱
約
三
百
六
十
本

が
損
傷
す
る
な
ど
の
被
害
を
受

け
、
復
旧
費
総
額
は
約
二
百
億

」
円
に
上
っ
た
。
両
駅
間
の
大
開

一
駅
は
、
来
年
一
二
月
ま
で
復
旧
作

i

業
が
続
き
、
そ
れ
ま
で
は
通
過

.

.

.

.

.

.

.
.
 9

9

9

9
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9

9
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＇999
9
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一
乗
り
入
れ
る
山
陽
電
車
の
運
転
i

一
士
に
花
束
を
暉
呈
、
寛
西
の
鉄
~

・
道
の
連
店
を
祝
う
ム
ー
ド
が
あ

[

―
ふ
れ
た
ホ
ー
ム
＂
神
戸
市
兵
庫

[

ニ
3
、
神
戸
高
速
新
閲
地
駅

~
駅
と
な
る
。

新
開
地
駅
で
は
こ
の
日
午
前

八
時
半
か
ら
開
通
セ
レ
モ
ニ
ー

が
あ
り
、
東
四
線
に
乗
り
入
れ

る
阪
急
、
阪
神
、
山
陽
の
各
電

車
の
運
転
士
に
花
束
が
贈
ら
れ

た。
阿
親
、
姉
妹
と
姫
路
市
内
へ

墓
参
り
に
行
く
神
戸
市
灘
区
の

菅
信
勝
さ
ん
(-五
）
は
「
こ
れ
で

不
自
由
が
な
く
な
っ
た
。
墓
参

リ
の
後
、
明
石
に
寄
っ
て
学
生

時
代
の
ク
ラ
プ
O
B会
に
顔
を

出
し
た
い
」
と
話
し
て
い
た
。

全
練
開
通
で
、
姫
路
行
き
山

陽
特
急
の
最
終
電
車
が
約
三
十

分
繰
リ
下
が
る
な
ど
、
同
鉄
道

東
西
線
は
十
三
日
始
発
か
ら
新

ダ
イ
ヤ
で
運
行
さ
れ
た
。

残
る
鉄
道
の
未
開
通
区
間

は
、
二
士
＿
百
に
復
旧
す
る
神

戸
新
交
通
六
甲
ラ
イ
ナ
ー
の
住

吉
ー
魚
崎
間
（
一
・
ニ
＊
c
）
だ

ブ
。

•9 

阪
神
間
—

姫
路
全
路
線
つ
な
が
る

寧縫薪血 平成 7年 8月］4日 （月） 夕刊

阪
神
大
霰
災
で
不
通
に
な
っ

て
い
た
神
戸
市
の
神
戸
高
速
鉄

灘
新
間
地
~
速
艮
田
間(i

­

キ
a
)

が
十
＿―
-
日
始
発
か
ら
連
行

を

mlmし
、
姫
路
ー
大
阪
間
の

私
鉄
路
線
が
約
七
カ
月
ぶ
り
に

全
線
開
通
し
た
。

こ
の
El開
通
し
た
区
間
は
上

神戸高速が全線開通

姫路一
大阪間 私鉄、7
 

ヵ月ぶり復旧

を
走
る
国
迫
が
沿
災
で
約
百
二

十
店
に
わ
た
っ
て
陥
没
。
地
下

の
支
柱
約
＝＿
百
虹
十
木
が
ln似

す
る
な
ど
大
き
な
破
年
足
を
受
け

た
。
殷
も
被
宵
が
大
き
か
っ
た

大
皿
駅
で
は
屯
fliが
通
過
で
き

る
も
の
の
、
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム

や
コ
ン
コ
ー
ス
は
ま
だ
復
旧
し

て
い
な
い
。

当
訓
は
通
過
駅
と

な
り
、
来
年
―ユ
月
に
は
茉
降
で

き
る
予
定
。

二
十一
i-FJ
に
予
定
さ
れ
る

「
六
甲
ラ
イ
ナ
ー

」
魚
蛉
~

吉
間
の
丙
皿
で
、
欧
遥
路
線
が

窟
災
前
の
姿
に
戻
る
。
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読売新匠日 平成 7年8月14日 （月） 夕刊

阪
神
大
霰
災
で
不
通
に
な
っ
阪
神
、
阪
急
な
ど
の
乗
り
換
え
三
社
迪
合
は
通
励
特
急
の
増

て
い
た
神
戸
高
速
鉄
道
の
高
速
客
ら
で
に
ぎ
わ
っ
た
。
お
盆
で
、
発
や
割
引
チ
ケ
ッ
ト
の
販
売
な

長
田
ー
新
問
地

r=＿
咤
が
十
三
ネ
ク
タ
イ
姿
の
通
勤
客
に
代
わ
ど
で
利
用
率
ア
ッ
プ
を
図
る
栂

曰
開
通
。
阪
怠
、
阪
神
、
山
陽
っ
て
家
族
迎
れ
が
多
く
、
買
い
え
で
、
「
相
互
乗
り
入
れ
」
の

霜
鉄
と
の
乗
り
入
れ
も
再
開
さ
物
袋
な
ど
を
手
に
電
車
に
乗
り
利
便
性
を
ア
ピ
ー
ル
。
こ
れ
に

れ
、
民
営
三
社
の
路
綿
が
大
阪
込
ん
で
い
た
。

対
し
、

J
R西
日
本
は
前
日
の

か
ら
姫
路
ま
で
つ
な
が
っ
た
。
こ
の
開
通
で
、
同
高
速
に
乗
十
二
日
か
ら
最
高
速
十
胡
ア
ッ

被
災
地
の
鉄
道
網
で
残
る
不
り
入
れ
る
民
営
ーニ
社
は
、
す
で
プ
の
新
型
印
両

「
二
ニ
三
系」

通
区
問
は
六
甲
ラ
イ
ナ
ー
の
に
姫
路
か
ら
大
阪
ま
で
開
通
し
七
編
成
を
新
快
速
電

mと
し
て

知
鯰
ー
住
吉
問
一
・
ニ
詑
だ
け
て
い
る
J

R四
日
本
と
口
を
並
朝
タ
ラ
ッ
シ
ュ
時
に
投
人
。
大

で、

二
十
三
日
に
収
旧
の
予
べ
る
こ
と
に
な
り
、
”
民
営
―――

阪
ー＝＿
ノ
宮
問
二
十
分
の
快
適

定

。

社

油

否

“

と

J
Rの
客
引
き
合
性
を
訴
え
て
シ
ェ
ア
確
保
を
狙

十
四
曰
の
同
高
速
各
駅
は
、
戦
が
過
熱
し
て
き
た
。
っ
て
い
る
。

畔袖藝高速⑮伽勤鍼傘通冒
民
営
3
社
大
阪
ー
姫
路
つ
な
ぐ

全線開通した神戸高速o高速長田一新開地問

の大開駅はエ亭中で当分の関、通過駅となる

全日新皿 平成7年8月14（月） 夕刊

阪
神
大
環
災
で
大
き
な
披
宙

を
受
け
、
復
旧
が
遅
れ
て
い
た

神
戸
閻
速
鉄
道
の
新
開
地

（神

戸
市
兵
印
区）
~
速
長
I
J駅

（艮
田
区
）
間
が
十
――
-El、
迎

行
を
円
間
し
た
。
同
社
路
線
に

は
、
阪
急
、
阪
神
、
山
岡
、
神

戸
の
私
鉄
四
社
が

mJItを
乗
り

入
れ
て
お
り
、

三
宮
、
梅
UJ方

暉
と
明
石、

姫
路
方
面
の
皿
が

菜
り
換
え
な
し
で
行
き
来
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
で
被

私
鉄
が
全
線
復
旧

神
戸
高
速
鉄
遁
全
通

災
地
の
私
鉄
が
約
七
カ
月
ぶ
り

に
全
郎
で
迎
転
復
旧
し
た
。

両
駅
閻
に
あ
る
大
間
駅

（兵

m区
）
は
、
地
腹
で
憫
内
の
柱

が
座
Uiす
る
な
ど
の
大
き
な
被

宮
を
受
け
、
復
旧
が
遅
れ
て
い

た
。
同
釈
に
は
当
面
、

mlIは

伊
巾
せ
ず
、
復
旧
は
来
年
一
i-n

の
見
迎
し
。

被
災
地
で
は
、
新
交
通
シ
ス

テ
ム

・
六
甲
ラ
イ
ナ
ー
が
、
宋

復
旧
区
間
の
焦
崎
ー
住
吉
駅
皿

（神
戸
巾
東
潤
区
）
が
二
十
一

i-

日
に
追
行
を

rq開
、
鉄
迫
は
す

べ
て
復
旧
す
る
こ
と
に
な
る
。
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阪
神
大
桐
災
で
、
地
下
構
造

物
と
し
て
は
例
の
な
い
大
被
宙

を
受
け
た
神
戸
高
速
鉄
道
大
叩

駅
（
神
戸
市
兵
暉
区
、
地
下
二

階
、
現
在
閉

m中
）
は
、
線
路

血
に
直
角
方
向
の
大
き
な
懲

屑

を
受
け
て
、
中
央
部
の
柱
が
破

壊
さ
れ
た
、
と
の
推
定
原
因
を

薪戸
同
社
な
ど
が
ま
あ
、
，
松
111而

神 平成 7年 8月21日 （木） 朝刊

で
開
他
中
の
土
木
学
会
で
、

二

災
で
、
中
央
部
の
柱
が
完
全
に

十
日
発
表
し
た
。
叩
壊
し
天
井
部
分
が
叩
落
、
地

大
聞
駅
は
、

一
九
六
四
年
に
上
の
踏
而
が
陥
没
し
た
。

完
成
、
地
下
二
隋
部
分
の
深
さ
同
社
な
ど
に
よ
る
と
、
周
辺

は
約
四
＇
八
店
。
線
賂
は
南
匹
の
観
測
記
録
な
ど
か
ら
、
地
飛

ー
北
東
方
向
に
走
り
、
鉄
筋
コ
の
拇
れ
は
線
路
に
匝
角
の
南
東

ン
ク
リ
ー
ト
の
印
形
構
造
含

ー
北
四
方
向
が
大
き
く
、

m形

ー
メ
ン

m造
）
で
、
中
央
部
を
の
枠
組
み
が
水
平
方
向
に
変

柱
で
支
え
て
い
る
＇
阪
神
大
匹
形

9

中
央
部
の
柱
が
こ
の
変
形

強
い
横
揺
れ
原
因

大
開
駅
中
央
部
柱
の
崩
壊

神戸高速鉄道
土木学会で発表

の
廊
殴
の
あ
る
区
域
は
被
害
が

少
な
い
な
ど
、
区
域
ご
と
に
ぱ

ら
つ
き
が
あ
っ
た
が
、
盛
の
有

無
な
ど
描
れ
へ
の
抵
抗
力
や
上

部
の
土
の
厚
さ

（里
さ
）
に
よ

る
遥
い
と
み
ら
れ
る
。

隣
の
高
速
長
山
駅
（
神
戸
市

長
田
区
）
で
も
柱
の

m限
が
あ

っ
た
が
、
似
た
よ
う
な
原
因
が

考
え
ら
れ
る
と
い
う
。

同
社
な
ど
は

「柱
の
強
さ
自

体
に
問
習
な
か
っ
た
が
、
も

ー
っ
と
粘
晶
あ
れ
ば
持
ち
こ
た

力
と
、
上
部
の
土
の
患
、
）
、
上
ー
て
闊
し
た
。
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
忠

下
方
向
の
地
囮
力
な
ど
を
受
け

．
ー
駅
の
中
で
も
、
↑
2
気
蛮
な
ど
f

ゥ

L
と
し
て
い
る
。

ホーム中央の柱が破壊された大開駅（断面図）

，
 ，
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車 Ei楽斤匠月 平成 1年8月30日

如日が進む神戸高速の大岡駅。ホームの迎設やコ
ンコース、改札口なとてのエ平が残っている。電車
の走る軌道1ますでに開通、通過駅となっている

ぎ潤疇疇鵬か'!、J』-出
・ぐ

（水）

上から土砂を取リ除くBり削工法で、コンクリートの四
mぃトンネルの中を℃車が走っている。！彰らんだ部分
は駅のホームにか）、土で坪め戻されて道路になる＝
いずれも神iTIi兵lil(lx：水水祉iビ丁1きlで

朝刊

耐
震
性
を
強
化

器
大
匹
災
で
闊
し
、
い
で
、
憐
へ
向
け
た
棋
111エ
平

ま
だ
に
た
だ
ー
カ
所
、
通
過
駅
が
進
ん
で
い
る
。

に
な
っ
て
い
る
神
戸
郡
速
鉄
迫

．
欝
内
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
大
閲
駅
（
神
戸
市
兵
肌
区
）
製
の
支
柱
が
つ
ぶ
れ
、
地
上
の

咆
叫
料
の
路
面
が
ひ
と
い
所

で
約
ニ

・
丑
齢
如
没
す
る
な
と

大
き
な
破
出
を
受
け
た
。
ト
ン

ネ
ル
の
胚
部
を
残
し
、
柱
や
限

な
ど
構
追
物
を
す
べ
て
掘
り
起

こ
し
て
撤
去
す
る
の
に
lLカ
月

か
か
っ
た
。
鋼
竹
を
i
i

i

本
組
み

合
わ
せ
て
鉗
匹
性
を
強
化
し
た

新
し
い
●
品
郎
を
立
て
、
緑
路
部

分
は
古
い
、
間
通
に
こ
ぎ
つ

け
た
。現在
は
ホ
ー
ム
や
附
段
、
コ

ン
コ
ー
ス
な
と
の
建
収
に
か
か

っ
て
い
る
。
氾
沼
軒
開
は
来
年

聾
芹
R

宣
丑
涵
石
見
論
芦
豆
直
可
r
4
皇
品
目
11

神戸新聞 平成 7年8月31日 （木） 朝刊

一
"
-
月
の
泥
坐
J
‘

凶
妓
染
加
や

白
の
町
る
い
線
間
に
生
ま
れ
変

わ
る
。

平
沼
運
新
相

初
の
神
戸
入
り

観
光
支
援
確
約

平
沼
運
粕
相
が
一
ー
平
日
、
阪

神
・
淡
嬰
開
の
復
興
状
況

器
の
た
め
、
就
任
後
切
め
て

神
戸
を
訪
れ
、
神
戸
池
や
鉄
道

な
ど
の
復
興
ぶ
リ
を
睦
、
海
空

か
ら
見
て
回
リ
、
神
戸
輝
連
監

煎
部
な
ど
県
内
の
晦
平
凹
係
の

岡
畜
庁
職
殴
ら
を
激
励
し
た
。

jl,Jを！これ 如 l|I港なコ関
のあ甚＇た神状戸のがプ西平
復ら大記戸況布被らタl11t召
IL]たな者市ブ． j狙宵イ,,,

兎f'’
l際速

がめ被会内 品と戸で空
ほて匹見の学・復入 ！ n 1:: i送 ．g””•晋ぼ iinをでホしのIUリ
終感受はテた大を°かぎ111可

ら？には 県内の海亨関係運的

了 しけ‘ル 0IJい見船ら窄11•I ＇ ．`＇ 省庁暉員らを激励す
しぢを→文 別したで視゜Lr． る平沼運9血＝1III戸
-う1:1) の後裡窪へ後 1!j中央区、神戸第2

{III鉄と常わ・修‘戸しリに地方合同庁舎

只魯（切巷 ピ 省μてに い LIjと 一千 し ・I::;で正戸
献 約国 I.::);I（しーあま '-て忠当研た月きで池
し国／＼際ル柄し箭↓えたときう町臼l11こる 3
た際百物し（が 1光し 1‘のた°は
い会人流たてよ客で神恋 あ 二

がヨいめnい念
'--＇茂がシい 今うがい戸199J-

＾際ー る空升どハ年
つ千

との集ン °l』だUさるの f !'--
話 I}りま；）？）し‘がまこ観9パ め百と

ギが：：1.T．こ開記灌澤
ぇ 滑：＇hい中算

し1iじるジ月 11J・ヽらと光し て kfし走相た（この
f-ながウの5弓今ず1こがたれ必でつB各力いー は 一て名今令腐？唇芸哀盃゜仔靡 t~~皇醤迄f届裔
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全日薪醐 平成8年 1月16日 （火） 夕刊

襲麗ll 
網太圃馳罰開

あ
す
.. 

番
屯
車
神
戸
高
速

阪
神
大
哀
災
で
大
き
な
被
害

を
受
け
、
駅
舎
の
再
建
が
遅
れ

て
い
た
神
戸
高
速
鉄
道
大
開
駅

（
神
戸
市
兵
庫
区
）
が
農
災
一

年
の
十
七
日
、
営
業
を
再
開
す

→は復ツる
安‘旧プ゜

空い
翁闊因と丘
°鉄で
コ十道‘
とン六は地
テコ日‘網
1 1午すで
プス前ベス
カでにてト

ッ
ト
が
あ
り
、
全
面
復
旧
を
況

こ。t
 

つ
地
下
に
あ
る
大
開
駅
は
、
窟

災
で
構
内
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製

支
柱
三
十
五
本
す
べ
て
が
折
れ

曲
が
り
、
地
上
道
路
も
陥
没
し

た
。
こ
の
た
め
、
復
旧
工
事
に

時
間
が
か
か
り
、
迎
行
を
全
線

で
再
開
し
た
昨
年
八
月
十
三
曰

以
後
も
、
四
車
は
同
駅
を
通
過

し
て
い
た
。

震
災
を
教
訓
に
、
大
開
駅
に

は
地
震
な
ど
で
送
電
が
ス
ト
ッ

プ
し
て
も
、

一
時
閾
程
度
は
構

内
を
明
る
＜
照
ら
す
残
光
型
蛍

光
ラ
ン
プ
が
尊
入
さ
れ
た
。
復

旧
後
は
霞
災
前
と
同
じ
よ
う

に
、
山
陽
霞
車
の
特
急
を
除
く

す
べ
て
の
軍
車
が
同
駅
に
停
車

す
る
。

一
番
四
車
は
十
七
日
午

前
五
時
六
分
、
東
須
磨
発
新
開

地
行
き
の
上
り
電
車
。

〇
修
復
さ
れ
た
神
戸
高
速
鉄

追
大
開
駅
を
通
過
す
る
上
り

電
車
1116日
午
前
9
時
40分

0
震
災
で
壊
れ
た
同
駅
ー
昨

年
1
月
22日
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神戸新卵 平成8年 1月16日 （火） 夕刊

関
薗
駅
冑
冑
幽

H,1

阪
神
大
震
災
で
壊
滅
的
な
打

撃
を
受
け
た
神
戸
高
速
鉄
道
大

開
駅
（
神
戸
市
兵
庫
区
）
の
復

旧
工
事
が
終
わ
り
、
十
六
日
、

関
係
者
ら
約
八
十
人
が
出
席

し
ヘ
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
っ
て

再
開
を
祝
っ
た
。
十
七
日
の
始

発
か
ら
営
業
を
行
う
。
こ
れ
で
、

被
害
を
受
け
た
神
戸
・
阪
神
問

の
鉄
道
施
設
が
す
べ
て
復
18す

る
こ
と
に
な
る
。

同
駅
は
、
地
下
ホ
ー
ム
の
天

井
を
支
え
る
柱
三
十
五
本
が
す

べ
て
折
れ
、
地
下
施
設
と
し
て

は
世
界
的
に
も
前
例
の
な
い
大

き
な
被
害
が
出
た
。
他
の
駅
と

路
線
が
復
旧
し
た
八
月
以
降

梵
乗
リ
入
れ
て
い
る
阪
神
、

阪
急
、
山
陽
の
列
車
は
、
同
駅

を
通
過
し
て
運
転
。
同
鉄
道
は
、

百
億
円
近
く
を
か
け
て
復
旧
エ

紐
戸
高
国
関
係
者
ら
安
全
祈
願

了央停特始の
す幹車急゜

た卜神 事

る線すを従 i
上店゜が事こを

予のる除来
J 行にの急 0、

し9 : ~ Iヽl . ゞミ雫疇！—· O ，． 
定エ°く通
°事地すリ

悶且 ド門且で各、A- ‘も ・ヤ

は上べ、か
午
前て
ヽ ヽき 誓JAi

三のて山ら五 再テ安
た そi,

月道の陽営時 晶゚言鬱巴直し開 l 全 〇復l日工事が終わり、関係者に公開された大開駅の構
末路電電業六 をプを
に ・車車を分 祝力祈

内〇壌滅的な被害を受けた震災直後の駅構内＝神戸市

完中がの開発 つッる 兵庫区

姻 口紡血 平成8年 1月16日 （火） 夕刊

阪
神
大
震
災
で
天
井
が
崩

工
事
が
完
了

安
全
を
祈
る

神
戸
高
速
大
開
駅

れ
、
閉
鎖
さ
れ
て
い
た
神
戸
高

速
鉄
道
「
大
開
駅
」
（
神
戸
市

兵
庫
区
）
の
復
旧
H
事
が
完
了

し
、
十
六
日
、
関
保
者
に
よ
る

「
安
全
祈
願
式
」
が
あ
っ
た
11

写
真
。
十
七
日
の
始
発
か
ら
営

業
を
再
開
す
る
。

器
、
阪
急
、
神
戸
、
山
陽

の
四
私
鉄
の
車
阿
か
乗
り
入
れ

る
神
戸
高
速
鉄
道
は
地
下
ト
ン

ネ
ル
が
多
く
、
地
震
の
被
害
も

大
き
か
っ
た
。
練
路
は
八
月
か

ら
開
通
し
た
も
の
の
、
大
開
駅

は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
支
柱
―
―
-
+

五
本
が
つ
ぶ
れ
る
な
と
修
復
不

能
と
な
っ
た
た
め
、
総
工
費
約

九
十
億
円
を
か
け
、
新
た
に
駅

舎
を
達
設
し
た
。

震
災
を
教
訓
に
、
新
型
蛍
光

灯
を
ホ
ー
ム
な
と
に
採
用
し

た
。
電
源
が

E
Uる
前
に
約
十

分
間
点
灯
し
て
い
れ
ば
、
停
電

で
電
気
が
切
れ
て
も
「
残
光
蛍

光
体
j

の
動
き
で
約
一
時
間
、

字
が
読
め
る
程
度
に
光
り
続
け

る
。
大
閲
駅
は
「
長
い
道
の
り

で
し
た
が
、
よ
う
や
く
復
旧
で

き
た
。
こ
の
光
を
絶
や
さ
な
い

よ
う
営
業
を
続
け
て
い
く
j

と

話
し
て
い
た
。
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日 本縫済新叩

平成8年 1月16日（火） 夕刊 祭
tやd は文て f, m庄＇翁屈安1腐9lir がむn．鱈駅L―-' Jし可、 壇
- - , l·—ー ・ー ・-··•一•---

叩暉き入頭Ull,．I時折貞ff が え 速 け
位 位．t得1 :l：倫安
か羞pし悶大きく ち‘ • にゎたす'JV れ‘4 のI支三I¥・酎印駅はでlをたさしぐぅ__― あ駅 全

てり~ 悶 ぼ由ン 営願

守嗜［ 開祭

阪
神
大
霰
災
で
座
屈
し
た
柱
も
酎
震
性
を
ア
ッ
プ
。

17日
に
再
開
さ
れ
る
神
戸
高
速
鉄
道
の
大
開
駅
1
1午

前
9
時
半
、
神
戸
市
兵
庫
区

産痒薪血

平成8年 1月16日（火） 夕刊

阪
神
大
磁
災
で
崩
壌
し
た
神
地
裳
当
日
、
西
区
の
自
宅
か
ら

戸
の
鉄
道
で
、
最
後
ま
で
閉
鎖
単
車
で
か
け
つ
け
た
が
、
駅
の

さ
れ
て
い
た
神
戸
高
速
鉄
道
の
上
を
通
る
固
遁
28号
が
探
い
と

大
開
駅
（
神
戸
市
兵
庫
区
）
こ
ろ
で
探
さ
ニ
・
五
店
も
陥
没

が
、
震
災
か
ら

一
年
後
の
十
七
し
て
い
た
。

日
丙
開
す
る
。

―二
十
五
本
の
柱
．
「
ウ
ソ
ゃ
ろ
」
と
し
か
言
え

が
座
屈
、

「地
下
は
地
霰
に
強
な
か
っ
た
。
そ
れ
か
ら
は
ひ
た

い
」
と
い
う
々
神
話
ク
が
こ
っ
す
ら
復
興
を
目
栢
し
て
の
―
-＿百

ば
み
じ
ん
に
。
駅
の
上
を
通
る
六
十
五
日
。
「
お
客
さ
ん
が
払

道
路
も
陥
没
。
こ
の

一
年
、
大
う
料
金
の
訳
み

mね
が
私
た
ち

,
 .. 
9

,

 

．．．
．
 

大
開
駅
あ
す
再
開

罪

• 
開
駅
に
は
乗
り
降
り
す
る
客
は
の
収
入
源
。
当
た
り
前
の
こ
と

な
く
、
た
だ
電
車
が
通
過
す
る
で
す
が
、
地
霰
が
な
け
れ
ば
こ

だ
け
だ
っ
た
。
十
六
日
午
前
、
ん
な
こ
と
は
考
え
な
か
っ
た
で

神
事
や
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
し
ょ
う
。
お
客
さ
ん

一
人
ひ
と

れ
た
が
、
駅
員
た
ち
の
感
慨
も
り
の
あ
り
が
た
み
が
改
め
て
わ

ひ
と
し
お
だ
っ
た
。
か
っ
た
」
と
萩
原
さ
ん
。
萩
原

同
駅
は
一
日
に
約
八
千
人
が
さ
ん
は
士
ハ
B
か
ら
大
問
釈
に

利
用
。
神
戸
高
速
鉄
道
の
す
べ
泊
ま
り
込
み
、
十
七
日
午
前
五

て
の
駅
を
統
括
す
る

「総
括
駅
時
六
分
同
駅
発
の
始
発
を
見
迭

長
」
の
萩
原
正
雄
さ
ん

a七
）
は
る
。
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痒縫奈斤皿 平成 8年1月17日 （水） 朝刊

神
戸
高
速
鉄
道
の
地
下
吹

・
大

問
駅
で
十
六
日
午
前
十
時
か

ら
、
会
社
酔
部
ら
閲
係
者
八
十

人
が
安
全
祈
願
式
典
を
筍
っ

•た
。

3

同
駅
は
、
構
内
中
央
に
並
ぶ

三
十
五
本
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
支

柱
が
す
べ
て
損
壊
。
天
井
が
束

臨
約
璽

十
2
9
に
わ
た
っ
て
加

れ
た
。
絆
迫
自
体
は
昨
年
八
月

に
復
旧
し
た
も
の
の
、
通
過
駅

と
な
り
、
藁
夜
莉
行
で
陵
旧
作

業
が
迎
め
ら
れ
、
当
初
予
定
の

三
月
末
よ
り
二
か
月
余
り
早
く

再
開
す
る
こ
と
に
な
っ
た
ぐ

中
田
社
長
は
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

の
後
、
「
大
き
な
被
害
を
受
け

た
が
、
ち
ょ
う
ど
一
年
で
再
開

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
か

ら
も
安
全
第
一
の
鉄
道
を
自
指

し
ま
す
」
と
述
べ
た
。

一
番
霜
車
は
十
七
日
午
前
五

時
六
分
、
東
須
磨
発
新
問
地
行

き
上
り
普
通
が
到
箱
す
る
。

震災1周年でようやく営業を再開する神
戸高速鉄道大開駅。関係者が神事を営

み、安全を祈顆した＝神戸市兵血区

認知未斤屁H 平成 8年 1月17日 （水） 朝刊

一
年
ぶ
り
の
再
開
。

一
番
霞
車
が
走
っ
た

（
神
戸
高
速
大
開
駅
で
、
午
前

5
時
6
分）

．． 
仰 ..・・-: .:.,' 
グ
.. ... 
，．． 

. • •• .・ ・•• -~.. : • ; · • ：. ．, • .... 
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交遁薪血 平成8年 1月9日 （火）

神
戸
面
速
鉄
追
は
阪
神
大
総

災
を
教
訓
に
、

十
ヒ
日
に
扱
旧

す

る

裔

駅

の

間

に

電

努

切
れ
た
後
も
約

一
時
間
光
り
続

け
る
新
型
蛍
光
灯
を
採
用
す

る
．同
駅
は
巾
柱
が
折
れ
、
天
井

が
＞
字
形
に
陥
没
し
て
開
削
卜

ン
ネ
ル
を
抑
し
つ
ぶ
す
と
い
う

世
界
で
も
過
去
に
例
の
な
い
大

き
な
破
害
を
受
け
た
．
今
回
は

非
常
灯
が
作
動
し
て
駅
や
ト
ン

ネ
ル
内
の
列
車
の
乗
客
を
避
難

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
今

後
異
常
時
に
非
常
用
寵
諒
が
使

用
不
能
と
な
る
埠
合
も
想
定
し

て
昨
年
、
家
電
メ
ー
カ
ー
が
皿

発
、
製
品
化
し
た
新
型
蛍
光
灯

を
取
り
付
け
る
こ
と
に
し
た
．

ガ
ラ
ス
管
と
通
常
の
蛍
光
住

の
問
に
特
殊
な
発
光
発
料
が
塗
た
り
一
5

ク
の
叩
る
さ
で
行
白
く

ら
れ
、
露
源
が
切
れ
る
直
前

に

発
光
を
続
け
る
．
価
格
も
一
本

十
分
間
ほ
ど
点
灯
し
て
い
れ

当
た
り
酋
通
の
設
光
灯
の
面
ロ

ば
、
潤
灯
後
も
約
一
時
間
に
わ
増
し
程
ぼ
と
安
い
．

阪
神
高
速
道
路
公
団
は
五

日
、
阪
神
大
霰
災
に
よ
る
倒
壊

で
通
行
止
め
に
な
っ
て
い
る
神

戸
線
の
全
挫
叫
通
が
今
年
十
月

工期短縮で

10月末全通

震
災
被
害
の
阪

神
高
速
神
戸
線

末
こ
ろ
に
な
る
と
の
兄
通
し
を

明
ら
か
に
し
た
．
こ
れ
ま
で
は

十
二
月
末
と
し
て
い
た
が
、
夜

問
工

urの
実
施
な
ど
に
よ
っ
て

ニ
カ
月
早
ま
っ
た
．

神
戸
線
は
全
線
の
三
分
の
二

に
当
た
る
二
七

・
し
＋
口
が
通
行

止
め
に
な
っ
て
い
る
．

神
戸
線
若
臨

（神
芦
市
須
邸

区
）
ー
京
船

（
同
中
火
区
）

叫

限

耶

（同
醒
区
）
ー
深
江

（同
東
聞
区
）
間
は
八
月
末
こ

ろ
開
通
．
月
見
山

(
raJ
須
晒

区
）
ー
若
築
間
、
高
架
が
横
倒

し
に
な
っ
た
区
間
を
含
む
深
江

ー
武
庫
川

（匝

爵

）
間
は
十

月
末
こ
ろ
開
通
す
る
予
定
で
、

四
戸
高
直

電
源
切
れ
て
も

1
時
間
点
灯

大
開
駅
に
新
型
蛍
光
灯

こ
れ
で
全
線
開
通
と
な
る
．

二
月
巾
旬
に
開
通
の
見
通
し

だ
っ
た
京
屈
ー
麻
耶
間
は
二
月

十
几
日
開
通
と
決
ま
っ
た
．

同
公
団
に
よ
る
と、

古血架
下

を
通
る

一
般
道
の
交
通
規
制
を

実
施
．
騒
音
の
あ
ま
り
出
な
い

作
菜
を
夜
問
に
も
実
施
す
る
こ

と
に
よ
る
エ
山
時
問
の
延
艮
、

砥
脚
と
船
梨
を
並
行
し
て
追
る

な
と
工
法
の
工
夫
に
よ
っ
て
エ

期
が
短
縮
で
き
る
見
通
し
に
な

っ
た
と
い
う
．

交遺薪匠tI 平成 8年 1月18日 （木）

が
十
七
日
姶
本
の
中
柱
を
再
建

天
井
や
壁

発
か
ら
一
年
の
鉄
筋
の
骰
も
震
災
前
よ
り
五

ぶ
り
に
裳
業
割
増
や
し
、
狸
度
7
ク
ラ
ス
の

を
再
開
し
た
地
縦
に
も
耐
え
ら
れ
る
よ
う
に

i11．
し
て
、
昨
年
八
月
士
＝
日
に
と

こ
れ
で
被
災
り
あ
え
ず
鉄
辺
を
開
通
さ
せ

地
の
鉄
道
の
た
．

駅
は

一
部

に

引

き

続

き
地
下
二
階
の
ホ
ー

仮
駅
が
残
る
ム
、
地
下

一
階
の
コ
ン
コ
ー

も
の
の
す
ベ
ス
、
駅
務
施
設
、
地
上
へ
の
出

て
復
旧
し

入
り
口
の
工
事
を
進
め
た
．
講

1

た

．

内

は

床

、
壁
、
天
井
を
明
る
い

[

同
駅
は
地
色
に

一
新
、
震
災
を
教
訓
に
照

[

震
で
構
内
中
明
は
電
邸
が
切
れ
て
も
一
時
皿

茫

央
の
天
井
を
発
光
を
続
け
る
新
型
蛍
光
灯
を

i

支
え
る
鉄
筋
採
用
し
た
．
復
旧
箕
は
約
百
億

紐8

，
コ
ン
ク
リ
ー

円
．

必

[
r製
の
支
柱

〖
（
悶
）
が

阪
神
大
震
災
で
大
き
な
被
召
損
傷
、
地
上
の
国
迅
お
号
線
が

を
受
け
復
旧
工
事
が
進
め
ら
れ

長
さ
九
〇
け
、
輻
二
三
け
に
わ

て
い
た
神
戸
高
速
鉄
道
大
開
駅
た
り
＞
字
形
に
大
き
く
陥
没
し

た
．
地
震
に
対
し
て
安
全
と
い

わ
れ
て
い
た
開
削
ト
ン
ネ
ル
が

こ
れ
だ
け
の
被
害
を
受
け
た
の

は
世
界
で
も
例
が
な
く
、
再
違

に
当
た
っ
て
は
全
面
的
に
耐
裳

性
が
見
匝
さ
れ
た
．

復
旧
作
業
は
周
囲
に
土
留
め

を
し
て
地
上
か
ら
掘
り
下
げ
｀

床
板
を
残
し
て
構
造
物
を
撤
去

後
、
角
形
綱
管
に
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
を
打
つ
工
法
で
＝
一
十
五

神戸高速

被
災
地
鉄
道
駅
す
べ
て
復
旧

大
開
駅
が
営
業
再
開
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大阪建設工業新聞 平成 8年 1月19日
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1 佐藤工業 I 

神
戸
市
須
磨
区
の
自
宅
で
大
震

災
を
体
験
．
当
時
は
大
阪
支
店
動

務
だ
っ
た
が
、
急
き
ょ
転
動
で
副

所
長
と
し
て
現
場
に
．
昨
年
八
月

士
＝
日
付
で
西
ぞ
惑
ヰ

地
下
構
造
物
の
神
戸
高
速
鉄
道

の
大
開
駅
は
、
震
凸
で
全
体
の
ほ

璧
分
の
二
が
路
面
か
ら
陥
没
．

内
部
は
ス
ラ
プ
が
傾
い
た
り
、
柱

氏
が
座
屈
す
る
な
益
工
扁
で

』
は
今
回
の
震
さ
最
大
規
襖
の
被

日
害
と
な
っ
た
．

「
こ
の
復
旧
工
事
は
、
会
社
全

原
体
レ
ペ
ル
で
取
り
桓
易
珊
と
な

山

り
、
昨
年

一
月
二
十
五
日
か
ら
二

十
四
時
間
体
制
で
頑
張
っ
て
き
ま

し
た
．
当
初
は
苛
酷
な
状
況
で
し

た
が
、
発
注
者
を
含
め
行
政
の
全

面
的
な
協
力
や
地
元
の
方
が
た
の

理
解
に
よ
っ
て
工
事
は
順
調
に
進

み
ま
し
た
．
わ
れ
わ
れ
も
ゼ
ネ
コ

ン
と
し
て
の
使
命
感
や
臨
場
感
が

あ
り
ま
し
た
．
環
場
職
員
は
本
社

か
ら
の
応
援
も
含

3
売
＾
で
―
―
-
+

人
前
後
に
も
な
り
、
作
業
員
を
人

1年はあっという間に

れ
ま
す
名

J_

ク
時
は
＝
＿
百
人

溢
い
て
い
ま

し
た
」
工
事
で
は
鉄

道
の
早
期
開
通

遁
羞
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仮
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め
壁
を
讀
築
．

ア
ー
ス
ア
ン
カ
ー
で
た
わ
ん
で
く

る
土
留
め
愛
え
て
、
つ
ぶ
む

駅
舎
の
天
井
、
柱
、
壁
を
取
り
の

ぞ
い
た
．
そ
し
て
底
床
コ
ン
ク
リ
ー
ト
だ

け
を
残
し
よ
う
や
く
再
構
築
と
な

っ
た
．
「
こ
の
除
去
工
事
だ
け
で

約
四
カ
月
．
再
構
築
は
柱
、
壁
、

天
井
の
順
序
で
進
め
昨
年
八
月
十

=
＿日
に
通
過
駅
と
し
て
再
開
．
九

月
か
ら
は
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
、
ニ

階
部
分
、
出
入
り
口
な
ど
の
工
事

と
仕
上
げ
工
事
を
行
い
、
震
災

一

年
目
と
な
っ
た
今
年
＿
月
十
七
日

に
開
駅
し
ま
し
た
」

生
ま
れ
変
わ
っ
た
駅
舎
の
中
柱

は
一
本
あ
た
り
角
型
鋼
雪
―
一
本
を

つ
な
げ
鉄
板
で
巻
き
｀
約
二
倍
の

強
度
に
あ
げ
て
い
る
ほ
か
、
プ
ラ

ッ
ト
ホ
ー
ム
の
隅
角
部
も
補
弦
．

工
亭
芸
坦
で
も
鉄
筋
量
を
一
•
五

倍
に
ア
ッ
プ
．
現
在
は
路
面
の
復

18工
事
中
で
―
-
＿
月
末
に
は
す
べ
て

完
成
す
る
．

通
常
の
地
下
鉄
工
事
な
ら
―
―
-
'

五
年
か
か
る
工
事
を
約
一
年
で
や

り
祠
た
．
「
一
年
が
あ
っ
と
い

う
間
に
過
ざ
ま
し
た
．
関
係
者
の

協
力
の
お
か
げ
で
あ
り
、
感
謝
の

気
持
ち
で
い
っ
ば
い
で
す
」
．
地

元
、
神
戸
の
出
身
だ
け
に
今
回
の

眉
工
事
は
、
患
い
出
深
い
現
場

に
な
り
そ
う
だ
．
四
士
ハ
畷

4
1
4
1
4
8
 



読売新聞 平成 8年9月20日 （金）

頂 ―--―国ー床血

国
の
取
り
組
み
‘指
針
不
可
欠

は

滴

す

る

。

り

、

被

害

の

差

が

ど

う

し

て

出

度

ま

で

に

酎

震
補
強
工
事
を
行

同
委
員
会
は
、
神
戸
市
の
地
た
の
か
地
震
動
、
檎
造
、
地
盤
う
よ
之
遁
遠
し
た
。

下
を
東
西
に
走
る
神
戸
高
速
鉄
の
特
性
を
基
に
解
析
し
た
。

大
阪
市
で
は
、
震
災
を
敦
訓

道
の
駅
の
う
ち
阪
神
大
震
災
で
両
駅
の
被
災
パ
タ
ー
ン
は
、
に
昨
年
八
月
に
専
門
委
員
会
を

崩
壊
し
た
大
開
駅
（
兵
暉
区
）
地
下
に
強
い
水
平
方
向
の
揺
れ
設
●
。
中
心
部
を
南
北
に
走
る

:・

と
比
較
的
被
害
が
軽
微
だ
っ
た
が
生
じ
、
ち
ょ
う
ど
四
角
い
讚
上
町
断
層
が
動
い
た
時
を
想
定

高
速
長
田
駅
（
長
田
区
）
の
被
造
物
が
平
行
四
爾
の
姿
つ
に
し
て
施
設
の
安
含
盈
検
や

害
を
比
較
分
析
。
こ
の
ほ
ど
大
ゆ
が
ん
だ
状
態
と
な
っ
た
こ
と
補
強
対
策
を
順
次
戸
っ
て
い

阪
市
で
関
か
れ
た
中
閲
発
表
会
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
中
村
主
る
。
名
古
屋
市
で
も
二
0
0
ニ

で
、
佐
藤
工
業
中
央
技
術
研
究
任
研
究
員
の
分
析
で
は
、
こ
の
年
開
通
予
定
の
地
下
鉄
四
号
線

所
の
中
村
晋
•
主
任
研
究
員
が
ゆ
が
み
が
大
開
駅
で
は
檎
造
物
延
伸
区
（
約
五
弁
）
で
、
阪
神

分
析
結
果
を
袈
告
し
た
。
が
酎
え
う
る
力
の
限
界
を
超
大
震
災
並
み
の
地
震
動
を
想
定

そ
れ
に
よ
る
と
、
大
関
駅
は
え
、
長
田
駅
で
は
限
界
ぎ
り
ぎ
し
た
酎
震
設
計
を
行
う
。

．．． 

ホ
ー
ム
の
天
井
を
享
否
る
中
柱
り
の
所
だ
っ
た
と
い
う
結
果
が
地
下
鉄
に
関
し
て
は
こ
れ
ま

-
=
＋
五
本
の
う
ち
、
押
し
つ
ぶ
出
た
。
長
田
駅
も
崩
壊
寸
前
だ
．
で
国
の
酎
震
基
準
は
な
く
、
そ

弱
か
っ
た
支
柱
構
造

神
戸

2
駅
の
被
害
分
析
報
告

己況！
柱が押しつぶされ天井が崩落した地下鉄神
戸速鉄道の大問駅（昨年1月26日撮影）

れ
ぞ
れ
の
事
業
者
が
独
自
の
掴
通
っ
て
い
る
な
ど
、
地
震
の
影

針
や
経
験
則
に
基
づ
い
て
設

響
が
少
な
い
と
思
わ
れ
る
地
域

it、
工
事
し
て
き
た
の
が
実
惑
に
も
適
用
す
る
の
か
は
、
コ
ス
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~

っ
た
と
い
う
の
芍
長
田
駅
が
だ
P

鉄
道
総
合
技
術
研
究
所
（
東
卜
の
閤
題
型
の
り
判
断
は
難
し

~
崩
域
を
免
れ
た
の
は
、
大
開
駅
京
都
国
分
寺
市
）
は
今
年

三
月、
い
。
自
治
体
の
中
には「地
域

一
阪
神
大
需
で
は
池
下
鉄
も
一
部
被
害
を
受
け
、

「地
i

~
よ
盤
が
や
や
硬
か
っ
た
こ
「
新
設
綱
造
物
の
当
面
の
酎
震
に
応
じ
た
基
準
を

」
と
す
る
声

一
下
は
安
全
」
と
い
う
神
話
が
崩
れ
芍
震
災
後
、
各
方
面
i

~

と
や
中
柱
が
多
か
っ
た
こ
と
な
設
計
に
関
す
る
参
考
資
料

」
と
も
あ
る
。

J

で
の
分
析
が
進
み
、
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
徐
々
に
明
ら
か

，
3

ど
が
考
え
ら
れ
た
。

し
て
阪
神
大
震
災
並
み
の
地
震
地
下
利
用
は
今
後
ま
す
ま
す

こ
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
何
が
被
害
の
明
暗
を
分
け
た
の
か
。
ii

他
都
市
の
地
下
鉄
で
史
向
規
を
想
定
し
た
設
計
方
針
を
示
し
進
む
だ
う
つ
。
そ
れ
だ
け
に
安

」
慧

は

地
下
鉄
の
酎
震
設
計
の
見
直
し
を
迫
っ
た
と
い
え
i~

摸
の
地
震
が
発
生
し
た
場
合
、
た

°

遷
輪
省
で
は
現
在
、
地
下
全
確
保
に
向
け
て
の
対
策
が
よ

一
そ

2‘p

2

崩
壊
の
危
険
性
が
あ
る
こ
と
鉄
を
含
め
た
鉄
道
施
設
の
酎
震
り
一
層
璽
際
に
な
る
°
震
災
で

科
学
部
（
大
阪
）
行
成
靖
司
i
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＇「神
戸
高
遼
鉄
道
の
長
田
駅
さ
れ
る
な
ど
し
て
＝

l-
＋
一
本
が
は
、
こ
れ
ま
で
も
専
門
家
が
指
基
準
の
見
底
し
を
進
め
て
い
る
は
、
多
く
の
地
下
讚
造
物
は
地

も
妥
あ
し
強
い
地
震
動
で
あ
大
き
な
被
害
を
受
け
天
井
が
約
滴
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
だ
↓

上
に
比
ぺ
、
被
害
が
少
な
か
っ

れ
ば
危
な
か
っ
た
」
。

土
木
学
百
＿
―-＋
ば
に
わ
た
り
崩
落
し
震
災
後
、
逼
輪
省
は
各
自
泊
全
国

一
饂
の
基
準
を
設
定
す
た
が
、
今
回
の
調
査
結
果
は
危

会
閲
西
支
部
の
震
災
調
査
研
究
た
。
一
方
、
高
速
長
田
駅
は
中
体
に
ト
ン
ネ
ル
支
柱
な
ど
の
チ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ど
れ
だ
う
さ
が
同
居
し
て
い
る
こ
と
を

員
会
で
地
下
綱
造
分
科
会
長
柱
四
十
本
の
う
ち
大
き
な
被
害
ェ
ッ
ク
を
詣
示
°
今年一＿
＿月
に
け
の
規
模
の
地
震
を
想
定
す
る
示
し
た
。
田
や
各
自
浩
体
、
専

を
窮
め
る
大
西
有
＝
＿
・
京
大
工
は
五
本
に
と
ど
ま
っ
た
。
両
駅
は
、
新
幹
線
は
九
八
年
度
ま
で
か
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
迅
域
の
門
家
ら
が
一
体
と
な
っ
て
こ
の

学
部
敦
授
（
地
下
讚
造
物
学
）

と
も
ほ
ぼ
同
じ
綱
造
を
し
て
お
に
、
そ
れ
以
外
は
二
0
0
0年
特
性
も
あ
り
、
議
論
の
分
か
れ
問
匹
に
取
り
組
み
、

B
と
し
て

歪
こ
ろ
芍
活
断
層
が
、近
く
の
一
定
の
指
針
を
出
す
必
要
が

に
な
い
、
ト
ン
ネ
ル
が
岩
盤
を
あ
る
。
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